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人生100年時代構想
　市は、長くなった人生に合わせて、人の生き方、自治体の施策を改めて見直していくことが必要
と考え、令和元年8月、「掛川市人生100年時代構想」をまとめました。みなさんの豊かな人生の
構築に活用いただくとともに、市もこの構想を踏まえて、希望があふれ、誰もが主人公になれる社
会を目指した取り組みを進めていきます。

問 市長政策室(☎21-1224) 

延
び
続
け
る
平
均
寿
命

　
本
年
７
月
、
厚
生
労
働
省
は
平
成
30

年
の
平
均
寿
命
が
男
性
81
・
25
年
、
女

性
87
・
32
年
と
な
り
、
過
去
最
高
を
更

新
し
続
け
て
い
る
と
発
表
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
は
、
約
50
年
後
の
２
０
６
５
年
に

は
、
男
性
84
・
95
年
、
女
性
91
・
35
年

に
な
る
と
予
想
し
て
い
ま
す
（
図
１
）
。

イ
ギ
リ
ス
の
研
究
者
は
、
平
成
19
年
生

ま
れ
の
日
本
人
の
半
数
が
１
０
７
歳
ま

で
生
き
る
と
予
測
し
て
お
り
、
１
０
０

年
時
代
は
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

 

そ
の
た
め
、
お
よ
そ
80
年
が
基
準
だ
っ

た
人
生
設
計
を
見
直
し
、
１
０
０
年
で

考
え
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

高
ま
る
高
齢
化
率

　
65
歳
以
上
の
人
口
割
合
を
示
す
高
齢

化
率
は
、
先
進
国
中
最
も
速
い
ス
ピ
ー

ド
で
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
内
閣
府
の
令

和
元
年
版
高
齢
社
会
白
書
で
は
、
平
成

30
年
10
月
１
日
現
在
で
28
・
１
％
に
及

ん
で
お
り
、
２
０
６
５
年
に
は
38
・
４

％
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す

（
図
２
）
。

 

現
在
、
全
国
的
に
、
少
子
高
齢
化
を
背

景
に
し
た
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
た

こ
と
で
、
人
口
構
成
が
変
化
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

先
進
的
科
学
技
術
が
実
現
す
る
社
会

　
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
、
ド
ロ
ー
ン
、
自
動

運
転
車
な
ど
、
先
進
的
科
学
技
術
の
進

歩
は
、
経
済
発
展
と
課
題
解
決
を
両
立

す
る
新
し
い
社
会
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

5.0
」
を
実
現
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

革
新
的
な
技
術
は
私
た
ち
の
生
活
を
よ

り
豊
か
に
便
利
に
し
、
全
て
の
市
民
を

幸
せ
に
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

新
た
な
社
会
を
見
据
え
構
想
策
定

　
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
の
大
き
な

変
化
が
予
想
さ
れ
る
な
か
、
新
た
な
社

会
課
題
に
対
応
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。
行
政
だ

け
で
な
く
、
市
民
、
企
業
な
ど
多
様
な

主
体
が
、
私
た
ち
の
住
む
社
会
を
よ
り

良
く
す
る
た
め
の
活
動
を
、
積
極
的
に

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
組
織
を
構
成
す
る
市
民
一

人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
活
躍
で
き
る
社

会
づ
く
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

 

市
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
１
０
０
年
時

代
を
見
据
え
、
有
識
者
と
の
意
見
交
換

を
経
て
、
全
国
の
自
治
体
と
し
て
初
め

て
と
な
る
「
掛
川
市
人
生
１
０
０
年
時

代
構
想
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。
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図 1  平均寿命の推移と将来推計図 2  高齢化率の推移と将来推計
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人生100年時代構想
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パンフレット、冊子
ダウンロード

構
想
の
２
本
の
柱

　
こ
の
構
想
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
向
け
て
の
「
人
生
１
０
０
年

時
代
の
生
き
方
・
暮
ら
し
方
」
と
、

今
後
の
掛
川
市
と
地
域
社
会
の
視

点
と
な
る
「
人
生
１
０
０
年
時
代

の
掛
川
市
と
地
域
社
会
」
の
２
本

柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
生
各
ス
テ
ー
ジ
で
の
目
標
と
取
り

組
み

　
一
つ
め
の
柱
で
あ
る
「
人
生
１

０
０
年
時
代
の
生
き
方
・
暮
ら
し

方
」
で
は
、
「
生
涯
自
立
し
、
学

び
続
け
、
豊
か
に
生
き
て
い
く
」

を
目
指
す
姿
と
し
て
掲
げ
、
そ
の

た
め
の
３
つ
の
要
素
「
健
康
」

「
学
び
」
「
働
き
」
に
着
目
。
そ

れ
ぞ
れ
の
要
点
、
人
生
各
ス
テ
ー

ジ
で
の
目
標
や
取
り
組
み
な
ど
を

ま
と
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る

視
点

　
も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る
、
「
人

生
１
０
０
年
時
代
の
掛
川
市
と
地

域
社
会
」
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
主

体
が
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
着
想

点
と
も
な
る
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
求
め
ら
れ
る
９
つ
の
視
点
を
ま

と
め
て
い
ま
す
。

　
歴
史
・
文
化
な
ど
の
地
域
の
特

性
を
大
切
に
育
み
、
伝
承
し
て
い

く
こ
と
が
地
域
の
魅
力
と
な
る
こ

と
や
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
す
る
必

要
性
、
市
民
や
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
お
互
い

の
役
割
や
責
任
を
自
覚
し
連
携
す

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
姿
な
ど

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
人
生
の
構
築
に
活
用

　
み
な
さ
ん
に
は
、
こ
の
構
想
を

参
考
に
改
め
て
人
生
１
０
０
年
時

代
を
意
識
し
、
豊
か
な
人
生
の
構

築
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。 

市
も
今
後
の
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
展
開
や
第
２
次
総

合
計
画
基
本
計
画
の
策
定
な
ど
に

反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　
冊
子
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所
５
階
市

長
政
策
室
で
無
料
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

さまざまな仕事が生みだせる社会を
～人生100年時代の課題～

　人間だけではなく全ての生き物は、誕生してから
幼年期、少年期、青年期、中年期、老年期を過ごし、
この世を去ることになります。このそれぞれに、そ
の時期に適した生き方があります。
　今日の日本では、多くの人たちが、昔よりも長生
きをするようになりましたが、幼年期から老年期へ
と変遷していく人生自体は、変わってはいません。
人生100年時代を迎えるにあたり、問題となってき
ていることは、誰もが経験する人生の変化と、今日

の社会のあり方が、調和できなくなっていることに
あります。
　働き方だけを見ても、現在の雇用された労働では、
定年によって一斉に労働が終わり、仮に70歳で仕事
を終え、100歳まで生きるとすると、仕事を持たな
い人生が30年間も続いてしまいます。
　一方、近代以前の伝統社会においては、働くこと、
暮らすこと、自律的な地域社会を創ることが一体の
ものとして展開され、全ての世代の人たちが社会の
なかで役割を持っており、高齢者も社会のなかで重
要な役割を担っていました。
　このことから、これからの人生100年時代の課題
は、たえずさまざまな仕事が生まれる地域社会や、
誰もが社会のなかで有益な役割を持ち、誰もが主人
公になれる社会を創っていくことではないでしょうか。

哲学者 内山　節
NPO法人森づくりフォーラム代表理事

市民のみなさんに向けて

人生100年時代の 生き方・暮らし方
目指す姿：生涯自立し、学び続け、豊かに生きていく

掛川市･地域社会の取り組み
人生100年時代の 掛川市と地域社会

市の将来像：希望が見えるまち・誰もが住みたくなるまち掛川

人が活動していく上で、健康な心や体はその基盤となる
ものです。人生100年時代は、若いころから心身の向上
を図り、健康を意識した生活を心掛け、健康寿命を延ば
していくことが重要です。高齢期には、社会参加や生き

～生涯お達者・すこやかな心と体～「健康」
がいを持つことが健康の秘けつとなりますが、年齢を重
ねるにつれて、体力が衰え、病気になることは仕方の無
いことです。自らの尊厳を保ちながら、それらを受け入
れ、心や体とうまくつきあっていくことも大切です。

インターネットにより、誰でも瞬時に情報を得たり、発
信ができるようになり、社会には大量の情報があふれて
います。人生100年時代は、情報を取捨選択し、有用な
情報を社会やそれぞれの暮らしに役立てていくことが求

～教養を身につけ、生涯学び続ける～「学び」
められます。長くなった人生にあわせて、生涯にわたっ
て教養を身につけ、人生を豊かにするとともに、意欲を
持って自己研さんに励み、学び直しをしていくことも重
要となります。

働くことは、その対価によって経済的に自立する目的が
ありますが、一方で社会とのつながりを保ち、生きがい
ともなる大きな存在です。
そのような意味で、人生100年時代においては、生涯現

～生涯現役、役立ち合う多様な働き～「働き」
役を志し、その時々の年齢に応じた多様な働き方が求め
られます。将来のみずからの方向性を考えながら、みず
からの役割やキャリアをどうしていくかについて、たえ
ず自問自答していくことが大切となります。

人生100年時代構想策定に寄せて

①地域の特性を大切に
育み、魅力に変える

②新しい公共モデルとな
る協働のまちづくり

③未来を担う子どもたち
に向けての取り組み

④地域循環共生圏や
SDGsの視点を入れ
た取り組み

⑤多極ネットワーク型
コンパクトシティ

⑥産業のイノベーショ
ンが継続的に起こる
まち

⑦多様性を認め合う地
域社会の構築

⑧地域包括ケアシステ
ムの拡充、孤独社会
への対策

⑨求められる広域連携
やスマート自治体へ
の取り組み

これからの時代に求められる9つの視点 より良い生き方、暮らし方のための3つの要素「健康」「学び」「働き」

①掛川の魅力の一つに成長した掛川桜 ③将来に向けて力を注ぐ子育て支援の取り組み②協働の取り組みの一つ「希望の森づくりプロジェクト」

たかし
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パンフレット、冊子
ダウンロード

構
想
の
２
本
の
柱

　
こ
の
構
想
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
向
け
て
の
「
人
生
１
０
０
年

時
代
の
生
き
方
・
暮
ら
し
方
」
と
、

今
後
の
掛
川
市
と
地
域
社
会
の
視

点
と
な
る
「
人
生
１
０
０
年
時
代

の
掛
川
市
と
地
域
社
会
」
の
２
本

柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
生
各
ス
テ
ー
ジ
で
の
目
標
と
取
り

組
み

　
一
つ
め
の
柱
で
あ
る
「
人
生
１

０
０
年
時
代
の
生
き
方
・
暮
ら
し

方
」
で
は
、
「
生
涯
自
立
し
、
学

び
続
け
、
豊
か
に
生
き
て
い
く
」

を
目
指
す
姿
と
し
て
掲
げ
、
そ
の

た
め
の
３
つ
の
要
素
「
健
康
」

「
学
び
」
「
働
き
」
に
着
目
。
そ

れ
ぞ
れ
の
要
点
、
人
生
各
ス
テ
ー

ジ
で
の
目
標
や
取
り
組
み
な
ど
を

ま
と
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る

視
点

　
も
う
一
つ
の
柱
で
あ
る
、
「
人

生
１
０
０
年
時
代
の
掛
川
市
と
地

域
社
会
」
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
主

体
が
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
着
想

点
と
も
な
る
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
求
め
ら
れ
る
９
つ
の
視
点
を
ま

と
め
て
い
ま
す
。

　
歴
史
・
文
化
な
ど
の
地
域
の
特

性
を
大
切
に
育
み
、
伝
承
し
て
い

く
こ
と
が
地
域
の
魅
力
と
な
る
こ

と
や
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
す
る
必

要
性
、
市
民
や
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
お
互
い

の
役
割
や
責
任
を
自
覚
し
連
携
す

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
姿
な
ど

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
人
生
の
構
築
に
活
用

　
み
な
さ
ん
に
は
、
こ
の
構
想
を

参
考
に
改
め
て
人
生
１
０
０
年
時

代
を
意
識
し
、
豊
か
な
人
生
の
構

築
に
つ
な
げ
て
も
ら
う
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。 

市
も
今
後
の
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
展
開
や
第
２
次
総

合
計
画
基
本
計
画
の
策
定
な
ど
に

反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　
冊
子
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所
５
階
市

長
政
策
室
で
無
料
で
配
布
し
て
い

ま
す
。

さまざまな仕事が生みだせる社会を
～人生100年時代の課題～
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哲学者 内山　節
NPO法人森づくりフォーラム代表理事
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インターネットにより、誰でも瞬時に情報を得たり、発
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「
量
」
か
ら
「
質
」
へ
縮
充

　
今
後
50
年
間
の
公
共
施
設
な
ど
の
維
持

更
新
費
用
は
１
年
当
た
り
約
70
億
円
。
し

か
し
、
近
年
の
建
設
投
資
額
の
状
況
を
も

と
に
、
社
会
保
障
関
係
費
の
増
加
な
ど
を

考
慮
す
る
と
既
存
施
設
に
充
て
ら
れ
る
財

源
は
40
億
円
程
度
で
す
。

　
こ
の
約
30
億
円
の
不
足
額
を
解
消
す
る

た
め
、
施
設
の
機
能
や
配
置
、
規
模
な
ど

を
改
め
て
検
討
。
市
役
所
庁
舎
や
学
校
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
公
共
建
築
物
の
延

べ
床
面
積
を
削
減
し
ま
す
。
面
積
の
削
減

で
、
更
新
費
や
光
熱
水
費
、
人
件
費
な
ど

を
含
む
運
営
費
も
減
少
し
ま
す
。

　
試
算
の
結
果
、
縮
減
目
標
は
総
延
べ
床

面
積
36
万
７
千
平
方
㍍
の
約
25
％
で
あ
る

９
万
２
千
平
方
㍍
、
１
年
間
当
た
り
体
育

館
２
つ
分
の
２
千
平
方
㍍
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
方
針
で
施
設
の
量
は
「
縮
減
」
し

ま
す
が
、
統
廃
合
や
複
合
化
な
ど
の
中
で
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
の
「
充
実
」
を
図

り
ま
す
。

　
今
後
策
定
を
目
指
す
再
配

置
計
画
は
、
２
０
６
８
年
ま

で
の
50
年
間
を
見
越
し
た
計

画
と
な
り
ま
す
。
計
画
を
推

進･

具
現
化
す
る
た
め
、
市
民

と
行
政
が
現
状
や
課
題
、
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
必

要
性
を
共
有
し
つ
つ
、
市
民

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
反
映
さ
せ

る
計
画
が
必
要
で
す
。
策
定

に
は
、
地
域
へ
の
説
明
会
や

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

を
通
じ
て
情
報
共
有
や
議
論
、

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
中
長
期
的
な
視
点

で
取
り
組
む
中
で
、
社
会
経

済
情
勢
や
ニ
ー
ズ
の
変
化
な

ど
に
対
応
し
て
計
画
の
改
善

を
図
る
た
め
、
10
年
ご
と
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

公
共
施
設
の

　未
来
を
考
え
る

次
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い
た
め
に

　市の施設の多くは昭和50年代に整備され、既に40年
程経過。近い将来、同時期に大規模改修や建て替えが
集中することが見込まれ、現状の規模を維持するには
多額の維持更新費用が必要です。
 市は、平成28年3月に「掛川市公共施設等総合管理計
画」を定め、施設の長寿命化や施設保有量の最適化の
検討を進めてきました。そしてこのたび、同計画を推
進するため、縮減目標や再配置の方向性など、現時点
の考え方を「再配置方針」としてまとめました。今後、
議会や行財政改革審議会との議論を重ねるとともに、
地区説明会やアンケート調査により市民ニーズの把握
および情報共有に努めながら、令和2年10月に「再配
置計画」の策定を進める予定です。

問 企画政策課（☎21-1127）

・市役所庁舎施設
・集会施設
・社会教育･文化施設
・スポーツ･
 レクリエーション施設
・学校･教育施設
・子育て支援施設
・保健･医療･福祉施設
・住宅施設
・商業･産業施設
・消防施設
・環境･衛生施設 など

STEP1STEP2STEP3
【
客
観
的
・
機
械
的
評
価
】

公
共
性
や
民
間
実
施
の
可
能
性
、
立

地
特
性
な
ど
に
よ
る
施
設
評
価

【
政
策
的
評
価
】

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
各
種
計

画
を
踏
ま
え
た
総
合
的
評
価

【
方
向
性
】
継
続･

統
合･

複
合
化
・

減
築･

廃
止･

譲
渡

【
時
期
】Ⅰ
期
を
10
年
と
し
て
Ⅴ
期

ま
で
に
設
定

ハ
ー
ド
面（
老
朽
化
度)

、ソ
フ
ト
面

（
利
用
、
コ
ス
ト
）の
状
況
に
応
じ
た

優
先
順
位
付
け

結
果

【公共施設再配置計画策定のための地区説明会日程表】
 日 時間 中学校区 場所

 10/25（金） 東中学校区 総合福祉センター「あいり～な」2階会議室

 10/29（火） 西中学校区 市役所 4階会議室 1

 10/31（木） 大浜中学校区 大東支所 3階市民交流センター会議室

 11/ 5（火） 大須賀中学校区 大須賀支所南館 2階会議室

 11/ 7（木） 城東中学校区 大東北公民館 2階集会室

 11/12（火） 北中学校区 徳育保健センター 2階徳育ホール

 12/10（火） 栄川中学校区 栄川中学校 3階多目的室

 12/12（木） 原野谷中学校区 原野谷中学校 2階図書室

 12/17（火） 桜が丘中学校区 桜が丘中学校体育館 2階多目的ホール

午後7時
～9時

し
ゅ
く
じ
ゅ
う

※申し込み不要。直接会場へお越しください。

　　　　　　　　

施
設
管
理
の
方
針

　
方
向
性
が
「
継
続
」
の
場
合
、
長
寿
命

化
を
図
り
、
長
く
安
全
か
つ
適
正
に
管
理
。

「
継
続
」
以
外
の
施
設
は
、
方
向
性
に

従
っ
て
施
設
ご
と
検
討
し
ま
す
。

市
民
ニ
ー
ズ
把
握
や
情
報
共
有
の
た
め
地
区
説
明
会
開
催

目
標
は
延
べ
床
面
積
の
25
％
を
50
年
か
け
て
縮
減

施
設
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
た「
公
共
施
設
再
配
置
方
針
」

用
途
別
に
検
討
し
て
ま
ち
づ
く
り
へ

　
再
配
置
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら

全
市
レ
ベ
ル
と
地
域
レ
ベ
ル
で
そ
れ
ぞ
れ

検
討
す
べ
き
施
設
を
分
け
て
進
め
ま
す
。

・
地
域
レ
ベ
ル
　
地
域
ご
と
に
複
合
化
し
、

　
交
流
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出

・
全
市
レ
ベ
ル
　
用
途
ご
と
に
検
討
し
、

　
公
民
連
携
の
拡
大

３
段
階
評
価
に
基
づ
き
再
配
置
を
検
討

　
評
価
の
結
果
で
施
設
ご
と
「
方
向
性
」

と
「
検
討
の
時
期
」
を
設
定
し
ま
す
。

▲
二
次
元
コ
ー
ド
で
説

明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
詳
細
を
確
認
で
き

ま
す
。

　
再
配
置
な
ど
で
活
用
の
見
込
み
が
な
く

な
っ
た
施
設
や
土
地
は
、
原
則
と
し
て
解

体
や
譲
渡
を
進
め
ま
す
。

公共建築物
とは？
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。

　
今
後
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０
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で
の
50
年
間
を
見
越
し
た
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画
と
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す
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画
を
推

進･

具
現
化
す
る
た
め
、
市
民

と
行
政
が
現
状
や
課
題
、
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
必

要
性
を
共
有
し
つ
つ
、
市
民

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
反
映
さ
せ

る
計
画
が
必
要
で
す
。
策
定

に
は
、
地
域
へ
の
説
明
会
や

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

を
通
じ
て
情
報
共
有
や
議
論
、

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
中
長
期
的
な
視
点

で
取
り
組
む
中
で
、
社
会
経

済
情
勢
や
ニ
ー
ズ
の
変
化
な

ど
に
対
応
し
て
計
画
の
改
善

を
図
る
た
め
、
10
年
ご
と
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

公
共
施
設
の

　未
来
を
考
え
る

次
世
代
に
負
担
を
残
さ
な
い
た
め
に

　市の施設の多くは昭和50年代に整備され、既に40年
程経過。近い将来、同時期に大規模改修や建て替えが
集中することが見込まれ、現状の規模を維持するには
多額の維持更新費用が必要です。
 市は、平成28年3月に「掛川市公共施設等総合管理計
画」を定め、施設の長寿命化や施設保有量の最適化の
検討を進めてきました。そしてこのたび、同計画を推
進するため、縮減目標や再配置の方向性など、現時点
の考え方を「再配置方針」としてまとめました。今後、
議会や行財政改革審議会との議論を重ねるとともに、
地区説明会やアンケート調査により市民ニーズの把握
および情報共有に努めながら、令和2年10月に「再配
置計画」の策定を進める予定です。

問 企画政策課（☎21-1127）

・市役所庁舎施設
・集会施設
・社会教育･文化施設
・スポーツ･
 レクリエーション施設
・学校･教育施設
・子育て支援施設
・保健･医療･福祉施設
・住宅施設
・商業･産業施設
・消防施設
・環境･衛生施設 など

STEP1STEP2STEP3
【
客
観
的
・
機
械
的
評
価
】

公
共
性
や
民
間
実
施
の
可
能
性
、
立

地
特
性
な
ど
に
よ
る
施
設
評
価

【
政
策
的
評
価
】

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
各
種
計

画
を
踏
ま
え
た
総
合
的
評
価

【
方
向
性
】
継
続･

統
合･

複
合
化
・

減
築･

廃
止･

譲
渡

【
時
期
】Ⅰ
期
を
10
年
と
し
て
Ⅴ
期

ま
で
に
設
定

ハ
ー
ド
面（
老
朽
化
度)

、ソ
フ
ト
面

（
利
用
、
コ
ス
ト
）の
状
況
に
応
じ
た

優
先
順
位
付
け

結
果

【公共施設再配置計画策定のための地区説明会日程表】
 日 時間 中学校区 場所

 10/25（金） 東中学校区 総合福祉センター「あいり～な」2階会議室

 10/29（火） 西中学校区 市役所 4階会議室 1

 10/31（木） 大浜中学校区 大東支所 3階市民交流センター会議室

 11/ 5（火） 大須賀中学校区 大須賀支所南館 2階会議室

 11/ 7（木） 城東中学校区 大東北公民館 2階集会室

 11/12（火） 北中学校区 徳育保健センター 2階徳育ホール

 12/10（火） 栄川中学校区 栄川中学校 3階多目的室

 12/12（木） 原野谷中学校区 原野谷中学校 2階図書室

 12/17（火） 桜が丘中学校区 桜が丘中学校体育館 2階多目的ホール

午後7時
～9時

し
ゅ
く
じ
ゅ
う

※申し込み不要。直接会場へお越しください。

　　　　　　　　

施
設
管
理
の
方
針

　
方
向
性
が
「
継
続
」
の
場
合
、
長
寿
命

化
を
図
り
、
長
く
安
全
か
つ
適
正
に
管
理
。

「
継
続
」
以
外
の
施
設
は
、
方
向
性
に

従
っ
て
施
設
ご
と
検
討
し
ま
す
。

市
民
ニ
ー
ズ
把
握
や
情
報
共
有
の
た
め
地
区
説
明
会
開
催

目
標
は
延
べ
床
面
積
の
25
％
を
50
年
か
け
て
縮
減

施
設
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
た「
公
共
施
設
再
配
置
方
針
」

用
途
別
に
検
討
し
て
ま
ち
づ
く
り
へ

　
再
配
置
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら

全
市
レ
ベ
ル
と
地
域
レ
ベ
ル
で
そ
れ
ぞ
れ

検
討
す
べ
き
施
設
を
分
け
て
進
め
ま
す
。

・
地
域
レ
ベ
ル
　
地
域
ご
と
に
複
合
化
し
、

　
交
流
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出

・
全
市
レ
ベ
ル
　
用
途
ご
と
に
検
討
し
、

　
公
民
連
携
の
拡
大

３
段
階
評
価
に
基
づ
き
再
配
置
を
検
討

　
評
価
の
結
果
で
施
設
ご
と
「
方
向
性
」

と
「
検
討
の
時
期
」
を
設
定
し
ま
す
。

▲
二
次
元
コ
ー
ド
で
説

明
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
詳
細
を
確
認
で
き

ま
す
。

　
再
配
置
な
ど
で
活
用
の
見
込
み
が
な
く

な
っ
た
施
設
や
土
地
は
、
原
則
と
し
て
解

体
や
譲
渡
を
進
め
ま
す
。

公共建築物
とは？
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茶
文
化
テ
ー
マ
の
芸
術
祭
は

世
界
で
掛
川
だ
け

市
民
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ス
タ
ッ
フ
、

タ
イ
ア
ッ
プ
企
業
な
ど
募
集

プ
ロ
の
作
家
と
市
民
・
地
域
が

一
緒
に
な
っ
て
作
品
制
作

1 アーティストミュージアム

2 みんなのミュージアム

3 タイアップミュージアム

「
か
け
が
わ
茶
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
2
0
」

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
市
民
に
根
付
い
た
茶

文
化
が
結
ぶ
縁
「
茶
縁
」
で
現
代
ア
ー
ト

や
日
本
美
術
、
音
楽
、
伝
統
芸
能
、
演
劇

食
文
化
な
ど
幅
広
い
文
化
芸
術
と
市
民
と

地
域
を
結
び
、
掛
川
の
魅
力
を
創
造
・
発

信
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
芸
術
祭
」
。
市
民

で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
企
画
を
つ
く

り
上
げ
、
生
活
の
中
に
あ
る
茶
文
化
を
多

方
面
か
ら
ア
ー
ト
化
し
ま
す
。

「
茶
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
芸
術
祭
は
、

世
界
で
も
掛
川
だ
け
。
国
内
有
数
の
茶
産

地
ら
し
い
芸
術
祭
と
い
え
ま
す
。

茶
エ
ン
ナ
ー
レ
の
構
成
は
大
き
く
分
け

て
2
つ
。
1
つ
目
は
、
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
作
品
制
作
や
展
示
に
市
民
や
地
域
が
関

市
は
、
こ
れ
ま
で
地
区
集
会
や
委
員

会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
市
民
の

意
見
・
要
望
な
ど
を
伺
っ
て
き
ま
し
た

が
、
仕
事
や
育
児
に
忙
し
い
若
者
の
出

席
が
少
な
く
、
そ
の
声
が
市
政
に
届
き

づ
ら
い
と
い
う
課
題
か
ら
本
会
を
設
置

し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
市
内
企
業
や
団
体
か

ら
の
推
薦
の
6
人
と
市
民
公
募
の
4
人
。

任
期
は
1
年
で
、
年
数
回
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
ほ
か
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
な
ど
を

活
用
し
た
、
従
来
の
会
議
形
式
に
と
ら

わ
れ
な
い
意
見
交
換
の
場
も
設
け
る
予

定
で
す
。

初
会
合
と
な
る
今
回
は
市
長
と
副
市

長
が
同
席
す
る
中
、
「
20
〜
30
年
後
に

あ
り
た
い
私
」
「
未
来
の
掛
川
」
を

テ
ー
マ
に
5
人
1
組
で
意
見
交
換
。

高
齢
者
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る

と
肺
炎
な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
高
く
、
重
症
化
し
や
す
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

助
成
対
象
　
①
65
歳
以
上
の
市
民
　
②
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
市
民
で
、心
臓
腎

臓
・呼
吸
器
の
機
能
障
が
い
、H
I
V（
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）の
免
疫
機
能
障

が
い
で
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
お
よ
び

同
等
以
上
の
方

自
己
負
担
　
1
6
0
0
円

　
※
助
成
は
年
度
内
1
回
に
限
り
ま
す
。

　
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
福
祉
課（
☎
21

-

1
1
4
0
）へ
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

持
ち
物
　
①
予
診
票（
あ
る
方
の
み
・
個
別

郵
送
な
し
・
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
へ
は
別

に
配
布
）　
②
自
己
負
担
金
1
6
0
0
円

③
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
　
④
身

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
診
断
書（
60
歳
以

上
65
歳
未
満
の
方
）

申
込
方
法
　
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
へ

事
前
に
予
約
。
市
指
定
医
療
機
関
で
な

い
場
合
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

接
種
期
間
　
令
和
2
年
1
月
31
日
㈮
ま
で

市
は
9
月
3
日
、
40
歳
未
満
の
若
い
世
代
の
考
え
を
市
政
に
反
映
す
る
た
め
、

市
民
会
議
「
U
40-

K
A
K
E
G
A
W
A
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
新
設
し
、
竹
の

丸
で
初
会
合
を
開
き
ま
し
た
。
松
井
市
長
か
ら
委
嘱
書
を
受
け
取
っ
た
10
〜
30

代
の
委
員
10
人
が
、
30
年
後
の
未
来
の
掛
川
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
を
出
し
合

い
ま
し
た
。

問
市
長
政
策
室（
☎
21
-1
2
2
4
）

若
い
世
代
の
意
見
を
市
政
に

「
U
40
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」新
設

平
成
29
年
度
に
市
内
全
域
で
開
か
れ
た
地
域
芸
術
祭
「
か
け
が
わ
茶
エ
ン
ナ
ー

レ
」
か
ら
2
年
。
8
月
26
日
に
行
わ
れ
た
同
実
行
委
員
会
で
、
次
回
の
開
催
日

が
令
和
2
年
10
月
17
日
〜
11
月
15
日
に
決
定
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
ア
ー
ト

が

　い
き
づ
く

　茶
産
地
へ
」。
今
回
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
市
民
・
地
域
が
深
く

関
わ
り
合
い
な
が
ら
、
茶
へ
の
思
い
を
形
に
す
る
芸
術
祭
と
し
て
、
広
く
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

「
大
学
生
や
若
者
が
街
な
か
を
歩
い
て

い
る
」
「
仕
事
に
困
ら
な
い
」
「
市
内

の
ア
ク
セ
ス
に
困
ら
な
い
」
「
子
ど
も

が
安
心
し
て
遊
べ
る
」
「
堂
々
と
掛
川

が
好
き
と
言
え
る
」
な
ど
、
夢
や
希
望

を
語
り
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
共
働
き

で
も
保
育
料
が
家
計
を
圧
迫
し
て
い
る

こ
と
や
、
高
校
進
路
指
導
で
市
外
企
業

を
紹
介
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
、
掛

川
を
も
っ
と
好
き
に
な
る
き
っ
か
け
が

な
い
な
ど
、
課
題
も
多
く
出
さ
れ
ま
し

た
。講

評
で
松
井
市
長
は
「
若
者
の
意
見

と
自
分
の
考
え
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
企
業
や
家
族
に
は
言
え
な
い
こ

と
も
、
こ
の
場
で
自
由
に
語
っ
て
欲
し

い
」
と
、
今
後
の
さ
ら
な
る
活
発
な
議

論
に
期
待
し
ま
し
た
。

スマホアプリ活用し
会議形式にとらわれない意見交換の場も

▲未来の掛川について活発な意見交換をするメンバーら

▲松井市長（左）から委嘱書を受け取るメンバー

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
10
月
開
始

問
健
康
医
療
課（
☎
23
-8
1
1
1
）

・
入
院
・
入
所
中
の
方
は
主
治
医
と
相
談

の
う
え
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

・
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
と
は
異
な
り
ま
す
。

行政スコープ

ア
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
テ
ィ
ー

目
指
す
は
「
ま
ち
づ
く
り
芸
術
祭
」

わ
り
、
一
緒
に
創
り
上
げ
る
掛
川
現
代
ア
ー

ト
展
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で

す
。
市
内
各
エ
リ
ア
に
配
置
さ
れ
た
ア
ー
ト

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
厳
選
す
る
プ
ロ
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
市
民
が
一
緒
に
な
っ
て
、
掛
川

の
魅
力
を
創
造
・
発
信
し
ま
す
。

2
つ
目
は
、
市
民
み
ず
か
ら
が
新
た
な

掛
川
の
魅
力
を
創
造
・
発
信
す
る
掛
川
茶

文
化
展
「
み
ん
な
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
。

実
行
委
員
会
や
市
民
団
体
、
企
業
な
ど
が
、

日
常
の
茶
文
化
を
少
し
越
え
て
、
芸
術
・

伝
統
・
生
活
文
化
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、

掛
川
の
魅
力
を
よ
り
輝
か
せ
ま
す
。

こ
の
2
つ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
並
行
し

て
、
美
術
館
の
企
画
展
や
プ
ロ
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
と
タ
イ

ア
ッ
プ
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
同
時
展
開
し
、

芸
術
祭
を
よ
り
盛
り
上
げ
ま
す
。

見
慣
れ
た
景
色
や
文
化
を
ア
ー
ト
作
品

と
融
合
さ
せ
て
磨
き
上
げ
る
30
日
間
。
掛

川
で
し
か
楽
し
め
な
い
芸
術
祭
を
、
み
ん

な
で
創
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
民
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
本
年
10
月
か
ら
、

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
や
タ
イ
ア
ッ
プ
企
業

は
11
月
こ
ろ
か
ら
募
集
し
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

茶エンナーレ日程決定
茶文化にこだわる30日間
令和2年10月17日土～11月15日日

問実行委員会事務局（文化振興課内☎21-1126）
共催　静岡県文化プログラム推進委員会
助成　平成 31年度文化庁文化芸術創造拠点形成事業

「茶エンナーレ2020」体系図
※事業は一例です。

オープニング作品

エリア作品展
掛川城周辺、日坂、大東などを
エリアディレクターが演出

アーティストプロジェクト
プロの作家が企画・制作・展示

一般公募の市民プログラム2020

日本美術 演劇 芸術祭

伝統文化 市民文化 サミット

天浜線駅舎美術館・アート列車

建築アート 茶のある景色アート

文化祭・音楽祭 アート茶会

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
+
市
民

市
民
+
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

多
分
野
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茶
文
化
テ
ー
マ
の
芸
術
祭
は

世
界
で
掛
川
だ
け

市
民
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ス
タ
ッ
フ
、

タ
イ
ア
ッ
プ
企
業
な
ど
募
集

プ
ロ
の
作
家
と
市
民
・
地
域
が

一
緒
に
な
っ
て
作
品
制
作

1 アーティストミュージアム

2 みんなのミュージアム

3 タイアップミュージアム

「
か
け
が
わ
茶
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
2
0
」

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
市
民
に
根
付
い
た
茶

文
化
が
結
ぶ
縁
「
茶
縁
」
で
現
代
ア
ー
ト

や
日
本
美
術
、
音
楽
、
伝
統
芸
能
、
演
劇

食
文
化
な
ど
幅
広
い
文
化
芸
術
と
市
民
と

地
域
を
結
び
、
掛
川
の
魅
力
を
創
造
・
発

信
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
芸
術
祭
」
。
市
民

で
構
成
す
る
実
行
委
員
会
が
企
画
を
つ
く

り
上
げ
、
生
活
の
中
に
あ
る
茶
文
化
を
多

方
面
か
ら
ア
ー
ト
化
し
ま
す
。

「
茶
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
芸
術
祭
は
、

世
界
で
も
掛
川
だ
け
。
国
内
有
数
の
茶
産

地
ら
し
い
芸
術
祭
と
い
え
ま
す
。

茶
エ
ン
ナ
ー
レ
の
構
成
は
大
き
く
分
け

て
2
つ
。
1
つ
目
は
、
プ
ロ
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
作
品
制
作
や
展
示
に
市
民
や
地
域
が
関

市
は
、
こ
れ
ま
で
地
区
集
会
や
委
員

会
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
市
民
の

意
見
・
要
望
な
ど
を
伺
っ
て
き
ま
し
た

が
、
仕
事
や
育
児
に
忙
し
い
若
者
の
出

席
が
少
な
く
、
そ
の
声
が
市
政
に
届
き

づ
ら
い
と
い
う
課
題
か
ら
本
会
を
設
置

し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
は
、
市
内
企
業
や
団
体
か

ら
の
推
薦
の
6
人
と
市
民
公
募
の
4
人
。

任
期
は
1
年
で
、
年
数
回
の
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
ほ
か
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
な
ど
を

活
用
し
た
、
従
来
の
会
議
形
式
に
と
ら

わ
れ
な
い
意
見
交
換
の
場
も
設
け
る
予

定
で
す
。

初
会
合
と
な
る
今
回
は
市
長
と
副
市

長
が
同
席
す
る
中
、
「
20
〜
30
年
後
に

あ
り
た
い
私
」
「
未
来
の
掛
川
」
を

テ
ー
マ
に
5
人
1
組
で
意
見
交
換
。

高
齢
者
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る

と
肺
炎
な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
高
く
、
重
症
化
し
や
す
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

助
成
対
象
　
①
65
歳
以
上
の
市
民
　
②
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
市
民
で
、心
臓
腎

臓
・呼
吸
器
の
機
能
障
が
い
、H
I
V（
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）の
免
疫
機
能
障

が
い
で
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
お
よ
び

同
等
以
上
の
方

自
己
負
担
　
1
6
0
0
円

　
※
助
成
は
年
度
内
1
回
に
限
り
ま
す
。

　
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
福
祉
課（
☎
21

-

1
1
4
0
）へ
事
前
申
請
が
必
要
で
す
。

持
ち
物
　
①
予
診
票（
あ
る
方
の
み
・
個
別

郵
送
な
し
・
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
へ
は
別

に
配
布
）　
②
自
己
負
担
金
1
6
0
0
円

③
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
明
書
　
④
身

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
診
断
書（
60
歳
以

上
65
歳
未
満
の
方
）

申
込
方
法
　
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
へ

事
前
に
予
約
。
市
指
定
医
療
機
関
で
な

い
場
合
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

接
種
期
間
　
令
和
2
年
1
月
31
日
㈮
ま
で

市
は
9
月
3
日
、
40
歳
未
満
の
若
い
世
代
の
考
え
を
市
政
に
反
映
す
る
た
め
、

市
民
会
議
「
U
40-

K
A
K
E
G
A
W
A
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
新
設
し
、
竹
の

丸
で
初
会
合
を
開
き
ま
し
た
。
松
井
市
長
か
ら
委
嘱
書
を
受
け
取
っ
た
10
〜
30

代
の
委
員
10
人
が
、
30
年
後
の
未
来
の
掛
川
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
を
出
し
合

い
ま
し
た
。

問
市
長
政
策
室（
☎
21
-1
2
2
4
）

若
い
世
代
の
意
見
を
市
政
に

「
U
40
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」新
設

平
成
29
年
度
に
市
内
全
域
で
開
か
れ
た
地
域
芸
術
祭
「
か
け
が
わ
茶
エ
ン
ナ
ー

レ
」
か
ら
2
年
。
8
月
26
日
に
行
わ
れ
た
同
実
行
委
員
会
で
、
次
回
の
開
催
日

が
令
和
2
年
10
月
17
日
〜
11
月
15
日
に
決
定
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
ア
ー
ト

が

　い
き
づ
く

　茶
産
地
へ
」。
今
回
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
市
民
・
地
域
が
深
く

関
わ
り
合
い
な
が
ら
、
茶
へ
の
思
い
を
形
に
す
る
芸
術
祭
と
し
て
、
広
く
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
す
。

「
大
学
生
や
若
者
が
街
な
か
を
歩
い
て

い
る
」
「
仕
事
に
困
ら
な
い
」
「
市
内

の
ア
ク
セ
ス
に
困
ら
な
い
」
「
子
ど
も

が
安
心
し
て
遊
べ
る
」
「
堂
々
と
掛
川

が
好
き
と
言
え
る
」
な
ど
、
夢
や
希
望

を
語
り
合
い
ま
し
た
。
ま
た
、
共
働
き

で
も
保
育
料
が
家
計
を
圧
迫
し
て
い
る

こ
と
や
、
高
校
進
路
指
導
で
市
外
企
業

を
紹
介
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
、
掛

川
を
も
っ
と
好
き
に
な
る
き
っ
か
け
が

な
い
な
ど
、
課
題
も
多
く
出
さ
れ
ま
し

た
。講

評
で
松
井
市
長
は
「
若
者
の
意
見

と
自
分
の
考
え
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
企
業
や
家
族
に
は
言
え
な
い
こ

と
も
、
こ
の
場
で
自
由
に
語
っ
て
欲
し

い
」
と
、
今
後
の
さ
ら
な
る
活
発
な
議

論
に
期
待
し
ま
し
た
。

スマホアプリ活用し
会議形式にとらわれない意見交換の場も

▲未来の掛川について活発な意見交換をするメンバーら

▲松井市長（左）から委嘱書を受け取るメンバー

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
10
月
開
始

問
健
康
医
療
課（
☎
23
-8
1
1
1
）

・
入
院
・
入
所
中
の
方
は
主
治
医
と
相
談

の
う
え
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

・
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
と
は
異
な
り
ま
す
。

行政スコープ

ア
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
テ
ィ
ー

目
指
す
は
「
ま
ち
づ
く
り
芸
術
祭
」

わ
り
、
一
緒
に
創
り
上
げ
る
掛
川
現
代
ア
ー

ト
展
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
で

す
。
市
内
各
エ
リ
ア
に
配
置
さ
れ
た
ア
ー
ト

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
厳
選
す
る
プ
ロ
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
市
民
が
一
緒
に
な
っ
て
、
掛
川

の
魅
力
を
創
造
・
発
信
し
ま
す
。

2
つ
目
は
、
市
民
み
ず
か
ら
が
新
た
な

掛
川
の
魅
力
を
創
造
・
発
信
す
る
掛
川
茶

文
化
展
「
み
ん
な
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
。

実
行
委
員
会
や
市
民
団
体
、
企
業
な
ど
が
、

日
常
の
茶
文
化
を
少
し
越
え
て
、
芸
術
・

伝
統
・
生
活
文
化
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、

掛
川
の
魅
力
を
よ
り
輝
か
せ
ま
す
。

こ
の
2
つ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
並
行
し

て
、
美
術
館
の
企
画
展
や
プ
ロ
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
と
タ
イ

ア
ッ
プ
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
同
時
展
開
し
、

芸
術
祭
を
よ
り
盛
り
上
げ
ま
す
。

見
慣
れ
た
景
色
や
文
化
を
ア
ー
ト
作
品

と
融
合
さ
せ
て
磨
き
上
げ
る
30
日
間
。
掛

川
で
し
か
楽
し
め
な
い
芸
術
祭
を
、
み
ん

な
で
創
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
民
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
本
年
10
月
か
ら
、

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
や
タ
イ
ア
ッ
プ
企
業

は
11
月
こ
ろ
か
ら
募
集
し
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

茶エンナーレ日程決定
茶文化にこだわる30日間
令和2年10月17日土～11月15日日

問実行委員会事務局（文化振興課内☎21-1126）
共催　静岡県文化プログラム推進委員会
助成　平成 31年度文化庁文化芸術創造拠点形成事業

「茶エンナーレ2020」体系図
※事業は一例です。

オープニング作品

エリア作品展
掛川城周辺、日坂、大東などを
エリアディレクターが演出

アーティストプロジェクト
プロの作家が企画・制作・展示

一般公募の市民プログラム2020

日本美術 演劇 芸術祭

伝統文化 市民文化 サミット

天浜線駅舎美術館・アート列車

建築アート 茶のある景色アート

文化祭・音楽祭 アート茶会

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
+
市
民

市
民
+
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

多
分
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県
内
で
も
珍
し
い
屋
内
型
の

花
緑
イ
ベ
ン
ト
「
掛
川
市
フ
ラ

ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
9
」

（
市
・
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が

今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
場
は
花
好
き
な
方
を
は
じ

め
、
み
ん
な
が
花
緑
と
親
し
め

る
憩
い
の
場
。
家
族
や
友
達
を

誘
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
展
示
コ
ー
ナ
ー

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、

盆
栽
・
水
石
、
生
け
花
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
ハ
ー

バ
リ
ウ
ム
、
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ

ラ
ワ
ー
な
ど

■
体
験
コ
ー
ナ
ー

花
苗
の
寄
せ
植
え
、
生
け
花
、

押
し
花
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
、
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
、
鉢

へ
の
お
絵
描
き
な
ど
。
寄
せ
植

え
教
室
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
販
売
コ
ー
ナ
ー

花
苗
、
鉢
花
、
切
り
花
、
園

芸
雑
貨
、
果
物
、
野
菜
な
ど

市
教
育
委
員
会
は
、
今
年
度
、

教
育
行
政
の
基
本
方
針
と
な
る

「
第
2
期
掛
川
市
教
育
振
興
基
本

計
画
（
人
づ
く
り
構
想
か
け
が

わ
）」を
策
定
し
、こ
れ
か
ら
の
社

会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
教

育
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
の
「
か
け
が
わ
教
育
の

日
」
は
、
変
化
の
激
し
い
社
会

の
中
で
掛
川
市
の
ひ
と
づ
く
り

を
ど
う
行
っ
て
い
く
の
か
、
こ

れ
か
ら
の
教
育
に
つ
い
て
市
民

の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る

契
機
に
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
こ
れ
か
ら
の
教

育
『
夢
と
こ
こ
ろ
ざ
し
を
持
ち
、

と
も
に
学
び
、
豊
か
な
未
来
を

創
造
す
る
ひ
と
』
を
育
む
た
め

に
」
。
今
年
も
多
く
の
み
な
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

内
容

■
第
一
部（
午
前
9
時
〜
）

・
お
茶
の
間
ト
ー
ク
の
優
秀
作

品
の
表
彰

・
実
践
発
表
「
小
中
一
貫
教
育

の
研
究
成
果
」

・
市
町
対
抗
駅
伝
壮
行
会

■
第
二
部（
午
前
10
時
10
分
〜
）

・
基
調
講
演

講
師

　家
庭
教
育
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー

　酒
井
勇
介
さ
ん

演
題

　「
賢
い
子
に
育
て
る
8

つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

無
料
託
児
あ
り

利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
10

月
25
日
㈮
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

楽
し
み
な
が
ら
消
防
活
動
を

学
べ
る
「
か
け
が
わ
消
防
フ
ェ

ア
2
0
1
9
」
を
今
年
も
開
催

し
ま
す
。
消
防
車
両
の
展
示
を

は
じ
め
、
普
段
体
験
で
き
な
い

ミ
ニ
レ
ス
キ
ュ
ー
や
消
防
車
か

ら
の
放
水
な
ど
、「
見
る
」「
体

験
す
る
」
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

ぜ
ひ
、
ご
家
族
で
お
越
し
い
た

だ
き
、
消
防
活
動
を
よ
り
身
近

に
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

■
見
る

ポ
ン
プ
車
・
救
助
工
作
車
・

救
急
車
な
ど
の
展
示
、
救
助
隊

に
よ
る
訓
練
披
露
、
小
中
学
生

に
よ
る
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
、
協

力
企
業
な
ど
に
よ
る
防
災
用
品

の
展
示
な
ど

■
体
験
す
る

防
火
衣
で
放
水
体
験
、
地
震

体
験
車
、
救
助
服
で
ミ
ニ
レ
ス

キ
ュ
ー
体
験
、
A
E
D
を
使
っ

た
救
命
法
体
験
、
煙
の
恐
さ
を

体
験
す
る
迷
路
な
ど

■
遊
ぶ
・
味
わ
う

ミ
ニ
消
防
車
へ
の
乗
車
、
ふ

わ
ふ
わ
遊
具
、
防
災
食
の
試
食
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
軽
食
販

売
な
ど

ア
ー
ト
と
い
う
と
敷
居
が
高

い
と
感
じ
て
い
る
み
な
さ
ん
。

遠
州
横
須
賀
街
道
の
普
通
の
民

家
が
展
示
会
場
と
な
る
『
ち
っ

ち
ゃ
な
文
化
展
』
で
、
そ
の
敷

居
を
越
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

主
催
は
遠
州
横
須
賀
倶
楽
部

と
掛
川
観
光
協
会
大
須
賀
支
部
。

65
会
場
延
べ
1
0
0
人
の
作
家

に
よ
る
催
し
の
た
め
、
絵
画
や

陶
芸
の
よ
う
な
親
し
み
や
す
い

も
の
か
ら
、
一
見
何
か
分
か
ら

な
い
展
示
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
は
豊
富
で
す
。

会
場
で
は
作
家
が
お
出
迎
え
。

気
軽
に
ア
ー
ト
や
ト
ー
ク
が
楽

し
め
ま
す
。

リ
ピ
ー
タ
ー
の
心
を
つ
か
み
、

今
回
で
21
回
目
を
迎
え
た
文
化

展
は
、
す
っ
か
り
秋
の
風
物
詩

と
し
て
定
着
。
作
品
を
眺
め
な

が
ら
作
家
と
語
ら
え
ば
、
ア
ー

ト
と
の
距
離
も
縮
ま
り
ま
す
。

常
連
作
家
さ
ん
と
の
再
会
も

楽
し
い
3
日
間
。
ゆ
っ
く
り
と

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問維持管理課（☎21-1154）

フラワーフェスティバル
花緑楽しむ憩いの場1

問教育政策課（☎21-1155）

かけがわ教育の日
教育のあり方、考える契機に3

問消防本部予防課（☎21-6104）

かけがわ消防フェア
ミニレスキューや放水体験2

問掛川南部観光案内処（☎48-0190）
　午前9時～午後4時（水・木曜日休館）

町並み美術館化
遠州横須賀街道 ちっちゃな文化展4

Information

Information

11/ 9（土）午前9時～午後4時
　　10（日）午前9時～午後3時
生涯学習センター（御所原）
入場無料（雨天決行）

花苗・エコ肥料などの
プレゼントもいっぱい!

同時開催
静岡県おもと名品展

10/25（金）午後1時～5時
  　26（土）午前9時～午後9時
  　27（日）午前9時～午後5時

11/ 9（土）午前10時～午後2時
中央消防署（掛川）
参加費無料（雨天決行）

11/ 16（土）午前9時～11時30分
生涯学習センター（御所原）
入場無料

駐車場は生涯学習センター
をご利用ください。

世
界
各
国
の
イ
ベ
ン

ト
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
る

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

村
松
文
彦
さ
ん
を
お
迎
え

し
、
9
日
㈯
午
前
10
時
か

ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
花

束
な
ど
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

世
界
一
流
の
技
術
を
間

近
で
み
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

村松文彦さんのフラワーパフォーマンス
　

今年イチオシ

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
　11
月
9
日
〜
15
日

65
会
場
延
べ
1
0
0
人
の
作
家
が
お
出
迎
え

こ
れ
か
ら
の
社
会
情
勢
に
対
応
し
た
教
育
と
は

▲ロープ渡りに挑戦するミニレスキュー体験

▲本番さながらの救助訓練を披露

無料シャトルバス時刻表
運行日:26・27日、所要時間約40分

掛川駅南口⇔大須賀支所

 掛川駅南口発  大須賀支所発
 8：30

 8：50

 9：10

 9：30

 10：10

 10：30

 10：50

 11：10

 12：00

 13：10

 13：40

 14：00

 14：40

 15：00

 15：30

 16：00

 9：20

 9：40

 10：00

 10：20

 11：10

 12：20

 12：40

 13：00

 13：40

 14：00

 14：30

 15：00

 15：40

 16：00

 16：30

 17：00

基調講演
賢い子に育てる
8つのポイント

家庭教育プロデューサー
酒井勇介さん
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県
内
で
も
珍
し
い
屋
内
型
の

花
緑
イ
ベ
ン
ト
「
掛
川
市
フ
ラ

ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
1
9
」

（
市
・
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が

今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
場
は
花
好
き
な
方
を
は
じ

め
、
み
ん
な
が
花
緑
と
親
し
め

る
憩
い
の
場
。
家
族
や
友
達
を

誘
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
展
示
コ
ー
ナ
ー

コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、

盆
栽
・
水
石
、
生
け
花
、
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
ハ
ー

バ
リ
ウ
ム
、
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ

ラ
ワ
ー
な
ど

■
体
験
コ
ー
ナ
ー

花
苗
の
寄
せ
植
え
、
生
け
花
、

押
し
花
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
、
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
、
鉢

へ
の
お
絵
描
き
な
ど
。
寄
せ
植

え
教
室
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
販
売
コ
ー
ナ
ー

花
苗
、
鉢
花
、
切
り
花
、
園

芸
雑
貨
、
果
物
、
野
菜
な
ど

市
教
育
委
員
会
は
、
今
年
度
、

教
育
行
政
の
基
本
方
針
と
な
る

「
第
2
期
掛
川
市
教
育
振
興
基
本

計
画
（
人
づ
く
り
構
想
か
け
が

わ
）」を
策
定
し
、こ
れ
か
ら
の
社

会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
教

育
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
の
「
か
け
が
わ
教
育
の

日
」
は
、
変
化
の
激
し
い
社
会

の
中
で
掛
川
市
の
ひ
と
づ
く
り

を
ど
う
行
っ
て
い
く
の
か
、
こ

れ
か
ら
の
教
育
に
つ
い
て
市
民

の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る

契
機
に
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
こ
れ
か
ら
の
教

育
『
夢
と
こ
こ
ろ
ざ
し
を
持
ち
、

と
も
に
学
び
、
豊
か
な
未
来
を

創
造
す
る
ひ
と
』
を
育
む
た
め

に
」
。
今
年
も
多
く
の
み
な
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

内
容

■
第
一
部（
午
前
9
時
〜
）

・
お
茶
の
間
ト
ー
ク
の
優
秀
作

品
の
表
彰

・
実
践
発
表
「
小
中
一
貫
教
育

の
研
究
成
果
」

・
市
町
対
抗
駅
伝
壮
行
会

■
第
二
部（
午
前
10
時
10
分
〜
）

・
基
調
講
演

講
師

　家
庭
教
育
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー

　酒
井
勇
介
さ
ん

演
題

　「
賢
い
子
に
育
て
る
8

つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

無
料
託
児
あ
り

利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
10

月
25
日
㈮
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

楽
し
み
な
が
ら
消
防
活
動
を

学
べ
る
「
か
け
が
わ
消
防
フ
ェ

ア
2
0
1
9
」
を
今
年
も
開
催

し
ま
す
。
消
防
車
両
の
展
示
を

は
じ
め
、
普
段
体
験
で
き
な
い

ミ
ニ
レ
ス
キ
ュ
ー
や
消
防
車
か

ら
の
放
水
な
ど
、「
見
る
」「
体

験
す
る
」
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。

ぜ
ひ
、
ご
家
族
で
お
越
し
い
た

だ
き
、
消
防
活
動
を
よ
り
身
近

に
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

■
見
る

ポ
ン
プ
車
・
救
助
工
作
車
・

救
急
車
な
ど
の
展
示
、
救
助
隊

に
よ
る
訓
練
披
露
、
小
中
学
生

に
よ
る
防
火
ポ
ス
タ
ー
展
、
協

力
企
業
な
ど
に
よ
る
防
災
用
品

の
展
示
な
ど

■
体
験
す
る

防
火
衣
で
放
水
体
験
、
地
震

体
験
車
、
救
助
服
で
ミ
ニ
レ
ス

キ
ュ
ー
体
験
、
A
E
D
を
使
っ

た
救
命
法
体
験
、
煙
の
恐
さ
を

体
験
す
る
迷
路
な
ど

■
遊
ぶ
・
味
わ
う

ミ
ニ
消
防
車
へ
の
乗
車
、
ふ

わ
ふ
わ
遊
具
、
防
災
食
の
試
食
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
軽
食
販

売
な
ど

ア
ー
ト
と
い
う
と
敷
居
が
高

い
と
感
じ
て
い
る
み
な
さ
ん
。

遠
州
横
須
賀
街
道
の
普
通
の
民

家
が
展
示
会
場
と
な
る
『
ち
っ

ち
ゃ
な
文
化
展
』
で
、
そ
の
敷

居
を
越
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

主
催
は
遠
州
横
須
賀
倶
楽
部

と
掛
川
観
光
協
会
大
須
賀
支
部
。

65
会
場
延
べ
1
0
0
人
の
作
家

に
よ
る
催
し
の
た
め
、
絵
画
や

陶
芸
の
よ
う
な
親
し
み
や
す
い

も
の
か
ら
、
一
見
何
か
分
か
ら

な
い
展
示
や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
は
豊
富
で
す
。

会
場
で
は
作
家
が
お
出
迎
え
。

気
軽
に
ア
ー
ト
や
ト
ー
ク
が
楽

し
め
ま
す
。

リ
ピ
ー
タ
ー
の
心
を
つ
か
み
、

今
回
で
21
回
目
を
迎
え
た
文
化

展
は
、
す
っ
か
り
秋
の
風
物
詩

と
し
て
定
着
。
作
品
を
眺
め
な

が
ら
作
家
と
語
ら
え
ば
、
ア
ー

ト
と
の
距
離
も
縮
ま
り
ま
す
。

常
連
作
家
さ
ん
と
の
再
会
も

楽
し
い
3
日
間
。
ゆ
っ
く
り
と

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問維持管理課（☎21-1154）

フラワーフェスティバル
花緑楽しむ憩いの場1

問教育政策課（☎21-1155）

かけがわ教育の日
教育のあり方、考える契機に3

問消防本部予防課（☎21-6104）

かけがわ消防フェア
ミニレスキューや放水体験2

問掛川南部観光案内処（☎48-0190）
　午前9時～午後4時（水・木曜日休館）

町並み美術館化
遠州横須賀街道 ちっちゃな文化展4

Information

Information

11/ 9（土）午前9時～午後4時
　　10（日）午前9時～午後3時
生涯学習センター（御所原）
入場無料（雨天決行）

花苗・エコ肥料などの
プレゼントもいっぱい!

同時開催
静岡県おもと名品展

10/25（金）午後1時～5時
  　26（土）午前9時～午後9時
  　27（日）午前9時～午後5時

11/ 9（土）午前10時～午後2時
中央消防署（掛川）
参加費無料（雨天決行）

11/ 16（土）午前9時～11時30分
生涯学習センター（御所原）
入場無料

駐車場は生涯学習センター
をご利用ください。

世
界
各
国
の
イ
ベ
ン

ト
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
る

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

村
松
文
彦
さ
ん
を
お
迎
え

し
、
9
日
㈯
午
前
10
時
か

ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
花

束
な
ど
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

世
界
一
流
の
技
術
を
間

近
で
み
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

村松文彦さんのフラワーパフォーマンス
　

今年イチオシ

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
　11
月
9
日
〜
15
日

65
会
場
延
べ
1
0
0
人
の
作
家
が
お
出
迎
え

こ
れ
か
ら
の
社
会
情
勢
に
対
応
し
た
教
育
と
は

▲ロープ渡りに挑戦するミニレスキュー体験

▲本番さながらの救助訓練を披露

無料シャトルバス時刻表
運行日:26・27日、所要時間約40分

掛川駅南口⇔大須賀支所

 掛川駅南口発  大須賀支所発
 8：30

 8：50

 9：10

 9：30

 10：10

 10：30

 10：50

 11：10

 12：00

 13：10

 13：40

 14：00

 14：40

 15：00

 15：30

 16：00

 9：20

 9：40

 10：00

 10：20

 11：10

 12：20

 12：40

 13：00

 13：40

 14：00

 14：30

 15：00

 15：40

 16：00

 16：30

 17：00

基調講演
賢い子に育てる
8つのポイント

家庭教育プロデューサー
酒井勇介さん
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かけがわ図書館フェスティバル2019　10/26（土）～11/3（日・祝）

すてきな出会い を図書館で

こどもとしょかんまつり

講演会「本は生きる力
～祖父・椋鳩十の思い出とともに～」

フェスティバル　イベント一覧
　　■印は直接会場へ、★印は申し込みが必要

中央図書館イベント （☎24-5921）

と　き 10月27日（日）13：00～16：00 
ところ 大東図書館    
内　容 よみきかせ、工作、実験教室、
 パネルシアターなど　
市民グループのみなさんが、さまざまな催し物を
用意してお待ちしています。ご家族でどうぞ。ス
ケジュールは図書館のホームページをご覧くださ
い。

講　師　久保田里花さん
と　き　11月2日（土）13：30～15：00
ところ　中央図書館
定　員　先着100人
申　込　10月2日（水）9：00～
　電話または来館で申し込み
　※9日～17日は蔵書点検期間のため電話のみ
内　容 「大造じいさんとガン」でおなじみの
　作家・椋鳩十さんの孫で、児童文学作家の久保
　田里花さんが、祖父との思い出を交えて読書の
　大切さをお話します。

▲紙芝居を楽しむ子どもたち

▲地域防災訓練で住民に倒壊家屋からの救出を指導する団員

▲紙の人形劇で津波避難を呼びかける女性消防団員

問中央図書館（☎24-5921）

問消防総務課
　（☎21-6102）
問消防総務課
　（☎21-6102）

■おはなしのたね掛川
　ストーリーテリング

★手作り講座
　「ヨーヨーキルトのお花バッグ」

■歴史講演会「徳川家康の遠江侵攻について」

■古典を学ぶ会　
　公開講座「おくのほそ道」
■サークル声　声の広報活動展示

■ひまわり　大型絵本のよみきかせ

10/26（土） 

10/27（日） 

10/30（水） 

10/31（木） 

11/1（金）

11/2（土）

11/3（日・祝）

10/30（水）

10：30～11：30

13：30～15：00

10/24（木）   9：00～19：00 ★ぬいぐるみのおとまり会

10/29（火） 
11：00～11：30 ■若草「きつねのまど」の朗読会

17：00～19：00 

13：30～15：30 ★手作り講座「フラワーフォトフレーム」

11/1（金） 10：30～10：45 ■おはなしたまごスペシャル

11/2（土） 10：30～10：45 ■おはなしたまてばこスペシャル

11/3（日・祝） 10：30～11：00 ■「おにのパンツ」のおはなし会

11/2（土） 13：30～14：15 ■こすもすの会　人形劇ほか

11/6（水） 10：00～11：00 ■エルの会朗読劇「おじいさんのランプ」

  9：00～16：00 ■名作映画劇場

13：30～16：30 ■いちご句会　公開俳句会

15：00～15：30 ■ポラリス　パネルシアター

10：00～15：00

13：30～15：30

  9：00～16：00 ■名作映画劇場

10：30～12：00 ■おとなのビブリオバトル

15：00～16：00

13：30～15：30

14：00～16：00

大東図書館イベント （☎72-1143）

■名曲鑑賞会　ハイレゾで聴く!
　オーケストラの名曲<協奏曲編>

10/26（土）～11/3（日・祝）

10/26（土）～11/3（日・祝） みちくさ句会短冊展

 11/3（日・祝）まで

大須賀図書館イベント （☎48-5269）

ハロウィンな図書館
ひとりでちょうせん～ハロウィンの
小物を作って図書館に飾ろう～

大須賀書道連盟作品展

10/26（土）～11/3（日・祝）

11/1（金）～11/13（水）

11/2（土）・11/3（日・祝）

今日一句会短冊展
このゆびと～まれ　展示「絵本のある情景」
職員おすすめの本の展示
古本市

■夜のハロウィン図書館
　よみきかせもあります♪

大須賀郷土研究会　郷土史料展
※最終日は午後3時まで

「関東大震災」資料展示、俳句・短歌の
作品展示、雑誌のリサイクル市

地
域
防
災
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

消
防
団
は
「
自
分
た
ち
の
ま
ち

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
郷

土
愛
の
精
神
に
基
づ
き
、
地
域
の

安
全
と
安
心
を
守
る
非
常
勤
の
地

方
公
務
員
で
す
。
普
段
は
仕
事
な

ど
に
従
事
し
な
が
ら
、
火
災
や
災

害
時
に
は
地
域
の
特
性
を
熟
知
し

た
地
域
防
災
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と

し
て
活
動
し
ま
す
。

活
動
を
通
し
て
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
大
切
な
地
域
・
家
族
を
守

る
力
や
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
退
団
後
も
そ
の

経
験
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
役
立
ち

ま
す
。

近
年
は
女
性
消
防
団
の
活
躍
の

場
も
広
が
っ
て
い
て
、
団
員
数
も

増
加
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
の
活
動

火
災
時
の
消
火
活
動
に
加
え
、

幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
へ
の
防
火

指
導
（
花
火
教
室
な
ど
）
や
地
区

内
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
、
台
風
時

の
水
防
活
動
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
訓
練
に
励

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
に
備
え
倒
壊
家
屋

か
ら
の
救
出
を
想
定
し
た
訓
練
や
、

救
急
法
講
習
な
ど
を
受
講
し
て
い

ま
す
。

入
団
条
件

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る

18
歳
以
上
の
健
康
な
方
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
入
団
で
き
ま
す
。

消
防
団
員
の
処
遇

・
活
動
に
必
要
な
被
服
一
式
の
貸

与
・
公
務
災
害
補
償
や
退
職
報
償

金
、
報
酬
、
手
当
な
ど
の
支
給

興
味
の
あ
る
方
は
消
防
総
務
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

愛する地域のためにできることがある
消防団員募集

『活動で得たつながり』
私は入団したときに、当時の分団
長から「消防団は人とのつながり」
と教えてもらいました。そして、私
が今年の新入団員選考会で入団予
定者に言った言葉は、やはりこの言
葉でした。
私も今年で 6年目を迎え、分団長
という立場になりましたが、分団員

や地域の方々、OB 団員のみなさん
など、多くの方に出会い、支えられ
ながら活動しています。
大変なこともありましたが、ここ
で得られるつながりや経験は、必ず
生涯にわたって役に立ちます。消防
団の活動に興味がある方、地域の方
からお誘いを受けている方はぜひ
勇気をもって一歩を踏み出してみ
てください。大東第四分団

分団長　角替孝司さん

本との出会い、人との出会い、新しい自分との出会い。
図書館がさまざまな「すてきな出会い」の場になるよう
に、秋の読書週間に合わせて「かけがわ図書館フェス
ティバル2019」を開催します。

むく  はと じゅう
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かけがわ図書館フェスティバル2019　10/26（土）～11/3（日・祝）

すてきな出会い を図書館で

こどもとしょかんまつり

講演会「本は生きる力
～祖父・椋鳩十の思い出とともに～」

フェスティバル　イベント一覧
　　■印は直接会場へ、★印は申し込みが必要

中央図書館イベント （☎24-5921）

と　き 10月27日（日）13：00～16：00 
ところ 大東図書館    
内　容 よみきかせ、工作、実験教室、
 パネルシアターなど　
市民グループのみなさんが、さまざまな催し物を
用意してお待ちしています。ご家族でどうぞ。ス
ケジュールは図書館のホームページをご覧くださ
い。

講　師　久保田里花さん
と　き　11月2日（土）13：30～15：00
ところ　中央図書館
定　員　先着100人
申　込　10月2日（水）9：00～
　電話または来館で申し込み
　※9日～17日は蔵書点検期間のため電話のみ
内　容 「大造じいさんとガン」でおなじみの
　作家・椋鳩十さんの孫で、児童文学作家の久保
　田里花さんが、祖父との思い出を交えて読書の
　大切さをお話します。

▲紙芝居を楽しむ子どもたち

▲地域防災訓練で住民に倒壊家屋からの救出を指導する団員

▲紙の人形劇で津波避難を呼びかける女性消防団員

問中央図書館（☎24-5921）

問消防総務課
　（☎21-6102）
問消防総務課
　（☎21-6102）

■おはなしのたね掛川
　ストーリーテリング

★手作り講座
　「ヨーヨーキルトのお花バッグ」

■歴史講演会「徳川家康の遠江侵攻について」

■古典を学ぶ会　
　公開講座「おくのほそ道」
■サークル声　声の広報活動展示

■ひまわり　大型絵本のよみきかせ

10/26（土） 

10/27（日） 

10/30（水） 

10/31（木） 

11/1（金）

11/2（土）

11/3（日・祝）

10/30（水）

10：30～11：30

13：30～15：00

10/24（木）   9：00～19：00 ★ぬいぐるみのおとまり会

10/29（火） 
11：00～11：30 ■若草「きつねのまど」の朗読会

17：00～19：00 

13：30～15：30 ★手作り講座「フラワーフォトフレーム」

11/1（金） 10：30～10：45 ■おはなしたまごスペシャル

11/2（土） 10：30～10：45 ■おはなしたまてばこスペシャル

11/3（日・祝） 10：30～11：00 ■「おにのパンツ」のおはなし会

11/2（土） 13：30～14：15 ■こすもすの会　人形劇ほか

11/6（水） 10：00～11：00 ■エルの会朗読劇「おじいさんのランプ」

  9：00～16：00 ■名作映画劇場

13：30～16：30 ■いちご句会　公開俳句会

15：00～15：30 ■ポラリス　パネルシアター

10：00～15：00

13：30～15：30

  9：00～16：00 ■名作映画劇場

10：30～12：00 ■おとなのビブリオバトル

15：00～16：00

13：30～15：30

14：00～16：00

大東図書館イベント （☎72-1143）

■名曲鑑賞会　ハイレゾで聴く!
　オーケストラの名曲<協奏曲編>

10/26（土）～11/3（日・祝）

10/26（土）～11/3（日・祝） みちくさ句会短冊展

 11/3（日・祝）まで

大須賀図書館イベント （☎48-5269）

ハロウィンな図書館
ひとりでちょうせん～ハロウィンの
小物を作って図書館に飾ろう～

大須賀書道連盟作品展

10/26（土）～11/3（日・祝）

11/1（金）～11/13（水）

11/2（土）・11/3（日・祝）
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※最終日は午後3時まで
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地
域
防
災
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

消
防
団
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「
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分
た
ち
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ま
ち
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た
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守
る
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郷
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域
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安
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勤
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普
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に
従
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し
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が
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火
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災
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地
域
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特
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熟
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地
域
防
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エ
キ
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活
動
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。

活
動
を
通
し
て
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
大
切
な
地
域
・
家
族
を
守

る
力
や
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
退
団
後
も
そ
の

経
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ま
す
。

近
年
は
女
性
消
防
団
の
活
躍
の

場
も
広
が
っ
て
い
て
、
団
員
数
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
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台
風
時

の
水
防
活
動
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
訓
練
に
励

ん
で
い
ま
す
。
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。
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『活動で得たつながり』
私は入団したときに、当時の分団
長から「消防団は人とのつながり」
と教えてもらいました。そして、私
が今年の新入団員選考会で入団予
定者に言った言葉は、やはりこの言
葉でした。
私も今年で 6年目を迎え、分団長
という立場になりましたが、分団員

や地域の方々、OB 団員のみなさん
など、多くの方に出会い、支えられ
ながら活動しています。
大変なこともありましたが、ここ
で得られるつながりや経験は、必ず
生涯にわたって役に立ちます。消防
団の活動に興味がある方、地域の方
からお誘いを受けている方はぜひ
勇気をもって一歩を踏み出してみ
てください。大東第四分団

分団長　角替孝司さん

本との出会い、人との出会い、新しい自分との出会い。
図書館がさまざまな「すてきな出会い」の場になるよう
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そ
れ
は
立
派
な
健
康
づ
く
り
な
の
で
す
。

効
果
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
何
で
も

極
端
に
や
り
過
ぎ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
竹

を
踏
み
過
ぎ
る
と
、
足
底
筋
膜
炎
な
ど
を

引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
。

ち
ょ
う
ど
良
い
の
は
3
分
。
ジ
ワ
ジ
ワ

の
ん
び
り
と
3
分
。
こ
れ
が
正
し
い
竹
の

踏
み
方
で
す
。

竹
踏
み
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

全
て
の
年
齢
の
方
に
効
果
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。
健

康
づ
く
り
は
簡
単
・
シ
ン
プ
ル
で
良
い
の

で
す
。

ま
っ
た
血
流
を
ほ
ぐ
し
て
促
し
て
く
れ
る

た
め
、
代
謝
が
改
善
さ
れ
、
疲
労
回
復
に

つ
な
が
り
や
す
い
で
す
。
そ
の
結
果
、
全

身
の
筋
肉
に
栄
養
を
運
ん
で
動
か
し
や
す

く
し
て
く
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
脳
の
働
き
を
活
性
化
し
、
神

経
伝
達
力
を
高
め
る
こ
と
が
研
究
に
よ
っ

て
報
告
さ
れ
て
い
て
、
近
年
の
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
の
現
場
で
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
足
裏
の
真
ん
中
あ
た
り
」
で
、
慌
て

ず
に
1
回
1
回
を
「
ゆ
っ
く
り
と
て
い
ね

い
」
に
踏
み
ま
し
ょ
う
。
焦
っ
て
急
ぐ
と
、

足
は
緊
張
し
て
硬
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

竹
踏
み
の
目
的
は
、
足
裏
を
柔
ら
か
く
す

る
こ
と
。
肩
、
股
関
節
、
膝
の
力
を
抜
き
、

楽
に
呼
吸
を
し
な
が
ら
竹
を
踏
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

も
し
、
足
に
痛
み
が
出
れ
ば
、
す
ぐ
に

中
断
し
て
O
K
。
翌
日
に
再
度
、
軽
い
気

持
ち
で
ト
ラ
イ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

で
意
外
と
「
あ
ら
、
踏
め
る
!
」
と
な
っ

て
し
ま
う
も
の
で
す
。

3
分
く
ら
い
踏
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

「
最
近
、
体
を
動
か
し
て
い
な
い

な
ぁ
」
そ
ん
な
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
づ
く
り
に
「
過
度
な
運
動
」
は
不

要
。
む
し
ろ
無
理
を
し
た
ら
、
た
だ
け
が

を
す
る
だ
け
で
す
。
さ
ら
に
、
過
剰
な
筋

ト
レ
な
ど
は
「
緊
張
し
て
力
ん
だ
硬
い
筋

肉
」
を
つ
く
り
、
体
の
機
能
を
逆
に
低
下

さ
せ
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
健
康
づ
く
り
の

ひ
と
つ
に
、
竹
を
踏
む
こ

と
を
ご
提
案
し
ま
す
。
竹

踏
み
に
は
こ
ん
な
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

〇
疲
労
回
復

〇
神
経
伝
達
力
を
高
め
る

〇
全
身
の
筋
肉
を
稼
働
さ

せ
る

竹
踏
み
は
、
足
元
に
溜

小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠袋井
薬剤師会
小笠袋井
薬剤師会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

中東遠総合
医療センター
中東遠総合
医療センター

～みんなでシティプロモーション～

正
し
い
竹
の
踏
み
方

や
り
過
ぎ
に
注
意

健
康
づ
く
り
は
簡
単
・
シ
ン
プ
ル
に

最
強
「
竹
踏
み
」
の
効
果
と
は

地域活性化の大きな力として、団塊世代をはじめとするシニア
世代への期待が高まっている近年、NPO法人掛川シニア交流研
究会では、豊かな知識と経験を持つシニア世代の地域活動への参
加を支援してきました。
同研究会の立ち上げメンバーで代表を務める染葉祐一郎さん

が、これまでの取り組みについて紹介してくれます。
問観光・シティプロモーション課（☎21-1121）

シニア世代の地域デビュー支援
それぞれの活動シティプロモーションにかけがわ

魅力・情報
発信！

て
、
地
域
の
魅
力
を
再
発
掘
す
る
た
め
、

地
域
の
遊
歩
道
を
整
備
し
て
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
つ
く
る
活
動
や
、
市
内
外
の
参

加
者
と
市
内
の
名
所
や
旧
跡
を
巡
り
、
掛

川
の
魅
力
を
紹
介
す
る
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
当
塾
で
再
発
見
し
た
市
の
魅
力

を
、
卒
業
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
躍
の
場
で

磨
き
上
げ
、
周
知
す
る
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ

の
形
で
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
掛
川
塾
を
通
し
て
人
と
地
域

を
つ
な
げ
る
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
で
活
躍
す
る
仲
間
を
増
や

し
、
そ
の
仲
間
た
ち
と
協
働
す
る
こ
と
で
、

掛
川
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
貢
献

し
て
い
き
ま
す
。

掛川市介護支援専門員連絡協議会   その36
事務局（大東居宅介護支援事業所・☎74-5119）

③
掛
川
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
の
ま

ち
な
か
研
修
や
バ
ス
研
修

塾
生
が
掛
川
の
良
さ
を
再
認
識
し
、
生

き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
仲
間
と
地
域
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
掛
川

へ
の
誇
り
と
愛
着
心
が
醸
成
さ
れ
ま
す
。

　
当
塾
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
34
団
体
の
活

動
グ
ル
ー
プ
、
2
8
0
人
余
り
の
人
材
を

地
域
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

卒
業
し
た
方
々
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
や
自
治
会
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
市
内

全
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ
の
例
と
し

平
成
19
年
、
市
が
運
営
す
る
掛
川
市
民

大
学
校
の
課
題
研
究
の
一
環
と
し
て
、
当

時
在
籍
し
て
い
た
4
人
で
掛
川
シ
ニ
ア
交

流
研
究
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
併
せ
て

団
塊
世
代
を
は
じ
め
と
す
る
シ
ニ
ア
の

方
々
の
地
域
活
性
化
な
ど
の
活
動
参
加
を

支
援
す
る
塾
形
式
の
仕
組
み
を
構
想
。
翌

年
2
月
、
50
人
余
り
の
1
期
生
を
迎
え
て

開
校
し
、
そ
の
活
動
実
績
を
市
民
大
学
校

の
卒
業
発
表
と
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

平
成
29
年
、
10
期
生
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

そ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏
ま
え
て
「
掛
川

塾
」
へ
と
改
名
し
、
現
在
の
活
動
に
至
り

ま
す
。　

当
塾
で
は
、
シ
ニ
ア
世
代
に
地
域
活

動
デ
ビ
ュ
ー
の
き
っ
か
け
と
な
る
「
出

会
い
の
場
」
を
提
供
し
ま
す
。
情
報
や

人
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
生
き
が
い
を
感
じ
る
活
動
テ
ー
マ
を

見
つ
け
、
新
し
い
仲
間
と
と
も
に
地
域

で
活
躍
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

主
な
講
座
は
、
次
の
3
種
類
で
す
。

①
市
民
活
動
を
と
り
ま
く
状
況
解
説
や
、

活
動
団
体
の
事
例
、
視
察
や
交
流
な

ど
を
通
し
た
情
報
提
供

②
塾
生
同
士
の
交
流
を
通
し
た
新
た
な

活
動
立
ち
上
げ
の
支
援

City Promotion

〜
毎
日
た
っ
た
3
分
で
つ
く
る
健
康
ワ
ー
ク
ア
ウ
ト
〜

「
竹
踏
み
」
で
代
謝
改
善
、
体
を
正
常
稼
働

健
健
づ
く
り
に

過
度
な
運
動
は
不
必
要

掛
川
塾
の
誕
生

掛
川
へ
の
誇
り
と
愛
着
心
醸
成

人
と
地
域
つ
な
げ
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
貢
献

上）グループワークの一コマ。それぞれのコミュニケーションを重視した内容   
で、みずからの活動テーマを考える。

下）講義での一コマ。活動団体の事例発表を聞くことで今後の自分たちの活動
をイメージする。

掛川塾ホームページ
https://kakegawajyuku.p-kit.com/
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そ
れ
は
立
派
な
健
康
づ
く
り
な
の
で
す
。

効
果
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
何
で
も

極
端
に
や
り
過
ぎ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
竹

を
踏
み
過
ぎ
る
と
、
足
底
筋
膜
炎
な
ど
を

引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
。

ち
ょ
う
ど
良
い
の
は
3
分
。
ジ
ワ
ジ
ワ

の
ん
び
り
と
3
分
。
こ
れ
が
正
し
い
竹
の

踏
み
方
で
す
。

竹
踏
み
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

全
て
の
年
齢
の
方
に
効
果
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
や
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。
健

康
づ
く
り
は
簡
単
・
シ
ン
プ
ル
で
良
い
の

で
す
。

ま
っ
た
血
流
を
ほ
ぐ
し
て
促
し
て
く
れ
る

た
め
、
代
謝
が
改
善
さ
れ
、
疲
労
回
復
に

つ
な
が
り
や
す
い
で
す
。
そ
の
結
果
、
全

身
の
筋
肉
に
栄
養
を
運
ん
で
動
か
し
や
す

く
し
て
く
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
脳
の
働
き
を
活
性
化
し
、
神

経
伝
達
力
を
高
め
る
こ
と
が
研
究
に
よ
っ

て
報
告
さ
れ
て
い
て
、
近
年
の
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
の
現
場
で
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
足
裏
の
真
ん
中
あ
た
り
」
で
、
慌
て

ず
に
1
回
1
回
を
「
ゆ
っ
く
り
と
て
い
ね

い
」
に
踏
み
ま
し
ょ
う
。
焦
っ
て
急
ぐ
と
、

足
は
緊
張
し
て
硬
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

竹
踏
み
の
目
的
は
、
足
裏
を
柔
ら
か
く
す

る
こ
と
。
肩
、
股
関
節
、
膝
の
力
を
抜
き
、

楽
に
呼
吸
を
し
な
が
ら
竹
を
踏
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

も
し
、
足
に
痛
み
が
出
れ
ば
、
す
ぐ
に

中
断
し
て
O
K
。
翌
日
に
再
度
、
軽
い
気

持
ち
で
ト
ラ
イ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

で
意
外
と
「
あ
ら
、
踏
め
る
!
」
と
な
っ

て
し
ま
う
も
の
で
す
。

3
分
く
ら
い
踏
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

「
最
近
、
体
を
動
か
し
て
い
な
い

な
ぁ
」
そ
ん
な
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
す
が
、

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
づ
く
り
に
「
過
度
な
運
動
」
は
不

要
。
む
し
ろ
無
理
を
し
た
ら
、
た
だ
け
が

を
す
る
だ
け
で
す
。
さ
ら
に
、
過
剰
な
筋

ト
レ
な
ど
は
「
緊
張
し
て
力
ん
だ
硬
い
筋

肉
」
を
つ
く
り
、
体
の
機
能
を
逆
に
低
下

さ
せ
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
健
康
づ
く
り
の

ひ
と
つ
に
、
竹
を
踏
む
こ

と
を
ご
提
案
し
ま
す
。
竹

踏
み
に
は
こ
ん
な
効
果
が

期
待
で
き
ま
す
。

〇
疲
労
回
復

〇
神
経
伝
達
力
を
高
め
る

〇
全
身
の
筋
肉
を
稼
働
さ

せ
る

竹
踏
み
は
、
足
元
に
溜

小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠袋井
薬剤師会
小笠袋井
薬剤師会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

中東遠総合
医療センター
中東遠総合
医療センター

～みんなでシティプロモーション～

正
し
い
竹
の
踏
み
方

や
り
過
ぎ
に
注
意

健
康
づ
く
り
は
簡
単
・
シ
ン
プ
ル
に

最
強
「
竹
踏
み
」
の
効
果
と
は

地域活性化の大きな力として、団塊世代をはじめとするシニア
世代への期待が高まっている近年、NPO法人掛川シニア交流研
究会では、豊かな知識と経験を持つシニア世代の地域活動への参
加を支援してきました。
同研究会の立ち上げメンバーで代表を務める染葉祐一郎さん

が、これまでの取り組みについて紹介してくれます。
問観光・シティプロモーション課（☎21-1121）

シニア世代の地域デビュー支援
それぞれの活動シティプロモーションにかけがわ

魅力・情報
発信！

て
、
地
域
の
魅
力
を
再
発
掘
す
る
た
め
、

地
域
の
遊
歩
道
を
整
備
し
て
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
つ
く
る
活
動
や
、
市
内
外
の
参

加
者
と
市
内
の
名
所
や
旧
跡
を
巡
り
、
掛

川
の
魅
力
を
紹
介
す
る
活
動
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
当
塾
で
再
発
見
し
た
市
の
魅
力

を
、
卒
業
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
躍
の
場
で

磨
き
上
げ
、
周
知
す
る
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ

の
形
で
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
掛
川
塾
を
通
し
て
人
と
地
域

を
つ
な
げ
る
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
で
活
躍
す
る
仲
間
を
増
や

し
、
そ
の
仲
間
た
ち
と
協
働
す
る
こ
と
で
、

掛
川
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
貢
献

し
て
い
き
ま
す
。

掛川市介護支援専門員連絡協議会   その36
事務局（大東居宅介護支援事業所・☎74-5119）

③
掛
川
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
の
ま

ち
な
か
研
修
や
バ
ス
研
修

塾
生
が
掛
川
の
良
さ
を
再
認
識
し
、
生

き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
仲
間
と
地
域
活
動

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
掛
川

へ
の
誇
り
と
愛
着
心
が
醸
成
さ
れ
ま
す
。

　
当
塾
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
34
団
体
の
活

動
グ
ル
ー
プ
、
2
8
0
人
余
り
の
人
材
を

地
域
に
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

卒
業
し
た
方
々
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
や
自
治
会
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
市
内

全
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
そ
の
例
と
し

平
成
19
年
、
市
が
運
営
す
る
掛
川
市
民

大
学
校
の
課
題
研
究
の
一
環
と
し
て
、
当

時
在
籍
し
て
い
た
4
人
で
掛
川
シ
ニ
ア
交

流
研
究
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
併
せ
て

団
塊
世
代
を
は
じ
め
と
す
る
シ
ニ
ア
の

方
々
の
地
域
活
性
化
な
ど
の
活
動
参
加
を

支
援
す
る
塾
形
式
の
仕
組
み
を
構
想
。
翌

年
2
月
、
50
人
余
り
の
1
期
生
を
迎
え
て

開
校
し
、
そ
の
活
動
実
績
を
市
民
大
学
校

の
卒
業
発
表
と
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

平
成
29
年
、
10
期
生
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

そ
れ
ま
で
の
実
績
を
踏
ま
え
て
「
掛
川

塾
」
へ
と
改
名
し
、
現
在
の
活
動
に
至
り

ま
す
。　

当
塾
で
は
、
シ
ニ
ア
世
代
に
地
域
活

動
デ
ビ
ュ
ー
の
き
っ
か
け
と
な
る
「
出

会
い
の
場
」
を
提
供
し
ま
す
。
情
報
や

人
と
の
出
会
い
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
生
き
が
い
を
感
じ
る
活
動
テ
ー
マ
を

見
つ
け
、
新
し
い
仲
間
と
と
も
に
地
域

で
活
躍
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

主
な
講
座
は
、
次
の
3
種
類
で
す
。

①
市
民
活
動
を
と
り
ま
く
状
況
解
説
や
、

活
動
団
体
の
事
例
、
視
察
や
交
流
な

ど
を
通
し
た
情
報
提
供

②
塾
生
同
士
の
交
流
を
通
し
た
新
た
な

活
動
立
ち
上
げ
の
支
援

City Promotion

〜
毎
日
た
っ
た
3
分
で
つ
く
る
健
康
ワ
ー
ク
ア
ウ
ト
〜

「
竹
踏
み
」
で
代
謝
改
善
、
体
を
正
常
稼
働

健
健
づ
く
り
に

過
度
な
運
動
は
不
必
要

掛
川
塾
の
誕
生

掛
川
へ
の
誇
り
と
愛
着
心
醸
成

人
と
地
域
つ
な
げ
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
貢
献

上）グループワークの一コマ。それぞれのコミュニケーションを重視した内容   
で、みずからの活動テーマを考える。

下）講義での一コマ。活動団体の事例発表を聞くことで今後の自分たちの活動
をイメージする。

掛川塾ホームページ
https://kakegawajyuku.p-kit.com/

1415 KOHO  KAKEGAWA  2019.10



子宮内膜症は、子宮の内側だ
けにある膜が子宮の外側にでき
てしまう病気です。女性ホルモ
ンと関係が深く、生理がある年
齢の女性に発病します。
主な症状は生理痛で、10代

後半から発生します。この病気による痛みは、就学、就
労の妨げとなり、いずれは不妊症の原因にも。子宮内膜
症と診断された患者のうち、半数の51%に不妊が認めら
れています。気になる症状があれば、無理をせず、産婦
人科を受診、または健康医療課やお近くの「ふくしあ」
に相談しましょう。

・健診、講座の問い合わせ 健康医療課 （☎23-8111）
・子育てコンシェルジュへの相談 こども政策課 （☎21-1211）

   
対　象：乳幼児と保護者
中　央：11月　1日・ 8日(金）午前10時30分～11時
大　東：11月　1日・ 8日(金）午前10時30分～11時
大須賀：11月 15日・22日(金）午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが
　育児相談などを行っています。

小笠掛川急患診療所

KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

図書館へ行こう

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

★は各館へ申し込み、■は直接会場へし物・展示催

本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会
中　央：毎週水曜日　午後3時～

対　象： 幼児から小学校低学年
中　央：11月9日(土)・23日(土・祝）午後3時～3時30分
大　東：11月2日・16日(土）　　　　午前10時30分～11時
大須賀：11月9日(土)・23日(土・祝）午後3時～3時30分　

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：11月15日（金)　午前10時30分～11時

絵

お薦めの1冊を
紹介します

市立図書館

いろいろな菌がある中、人との直接
的な関わりがないため、知らない方
が多い「ねん菌」。環境に合わせて
姿を変えて生き抜く様子を図や写真
で紹介。不思議な生き物「ねん菌」
をご覧ください。

平日夜間・休日の救急診療はまず

希望の丘内・中部ふくしあ2階（入口別）
（ところ：杉谷南1-1-30、☎61-1299・FAX61-1400）

受診前に
連絡を!

※急病以外は、通常の診療時間内に開業医を受診してください。
※急患診療所では、交通事故と労災の診察をお受けできません。 希望の丘

掛川駅

東名掛川IC

N

東名高速道路

みんなに喜んでほしいと気配りして
いるのに、イライラしてしまうこと
は?心理カウンセラーの著者が「お
察し上手」という長所を生かしなが
ら、疲れをため込まず、毎日を楽し
く過ごすコツを紹介します。

東名掛川IC

広場

県立掛川特別支援学校

掛川東
病院

小笠掛川急患診療所
（受付2階）

保育園

特別養護
老人ホーム

11月の子育て・健康案内

根本裕幸/著
（大和書房）

人のために頑張
りすぎて疲れた
時に読む本

我らが少女A

髙村薫/著
（毎日新聞出版）

川上新一/監修
新井文彦/写真
加藤休ミ/絵
（農文協）

『ねん菌』
菌の絵本

待望の合田シリーズの最新刊。単な
る捜査小説ではなく、濃密な人間ド
ラマが核で、ある殺人事件の関係者
たちの記憶をたどりながら事件の真
相に迫る。初めて読む方でも楽しめ
る1冊です。

徳育：徳育保健センター（御所原）
大東：大東保健センター（三俣）

11月

BooKリレー○
『八月十五日に吹く風』
松岡圭祐/著

52

　自国ファーストを叫ぶ大国
たちの思惑は、大戦より今に
続く。教科書には載っていな
い終戦後の北方領土の史実が
ちりばめられたこの本は、日
本の在り方、他国との関わり
方を考えさせられる1冊で、特
に若い方にお勧めです。

■中央図書館（☎24-5921）
　午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで※）
　11月の休館日：毎週月曜日、29日（金）
■大東図書館（☎72-1143）
　午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで）
　11月の休館日：毎週月曜日、29日（金）
■大須賀図書館（☎48-5269）
　午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで）
　11月の休館日：毎週月曜日、28日（木）
※祝日は午後5時まで

■「税を考える週間」作品展 大東
市内の小中学生による税に関する習字やポスターを展示します。
期間：11月13日（水）～20日（水）

■高校生のおはなし会　中央
掛川西高校演劇部の生徒によるよみきかせを行います。
とき：11月16日（土）午前10時30分～11時

■「かけがわ教育の日」展示　中央
市内の幼稚園・保育園と学校の地域連携の取り組みを紹介します。
期間：11月27日（水）～12月17日（火）

▲鳥井万万さん（掛川）

市内32か所へ！  移動図書館

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

小学校、公民館、農協などを巡回しま
す。日程は図書館へ問い合わせるか、
図書館ホームページをご覧ください。

月～金曜日（平日夜間）●受付時間  19：00～21：30

土曜日　※急患診療所は休み・市内の開業医へ
　

静岡こども救急電話相談　 ＃8000
　急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診を迷った
とき、まずはお電話を。保健師や看護師が相談に応じます。

■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
 平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00
 日･祝 8：00～翌朝8：00

診療科：内科、小児科

診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前のみ）

診療案内　中央消防署（☎21-0119）、市役所日直（☎21-1111）

※中東遠総合医療センター（☎21-5555）の救急医療は、入院や手術の必要な重症患者を中心に行っています。

各医療機関の診療案内は令和元年7月号折り込み「保存版」
または市ホームページ「救急医療」（右二次元コード）で検索

日曜日・祝日　●受付時間  9：00～16:30

保健師だより
早めに気づいて!　要注意「子宮内膜症」

●各健診とも、上記日程で都合のよい日に受けてください。
●赤ちゃんの身体測定は、徳育保健センターの開館日午前9時～午後4時
に、いつでも身長や体重を測ることができます。
※転入された方へ　高校3年生以下の子どもがいる保護者の方で、まだ予防

接種の手続きを済ませていない方は、母子健康手帳を
持って徳育保健センターへお越しください。

図書館フェスティバル2019
10月26日（土）～11月3日（日・祝）　

※詳しくは
　13ページ参照

こんな時は
要注意!

・生理時に頭痛や吐き気がある
・生理痛がひどく、日常生活に支障がある
・生理痛がひどく、鎮痛薬を使う
・徐々に生理痛が悪化している気がする

 
徳育

徳育

徳育

徳育

徳育

大東

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児
健康診査

13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

 離乳食教室

パパママセミナー

（もぐもぐ教室） 9：15 ～ 9：30
（かみかみ教室） 9：45 ～ 10：00

（両親育児編） 13：15 ～ 13：30

 8 金 2019年 4月 1日 ～ 10日出生児

 13 水 2019年 4月 11日 ～ 20日出生児

 22 金 2019年 4月 21日 ～ 30日出生児

 6 水 2018年 4月 1日 ～ 10日出生児 

 14 木 2018年 4月 11日 ～ 20日出生児

 18 月 2018年 4月 21日 ～ 30日出生児

 8 金 2017年 8月 1日 ～ 10日出生児

 13 水 2017年 8月 11日 ～ 20日出生児

 22 金 2017年 8月 21日 ～ 31日出生児

 5 火 2016年 10月 1日 ～ 15日出生児 

 12 火 2016年 7～ 10月出生児

 20 水 2016年10月 16日 ～ 31日出生児

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

徳育

健診・相談・予防接種
説明会

9：15～9：30
徳育 1 金 2019年 9月 出生児

 20 水 生後4～8か月児の親（予約制）

 27 水 後期食が心配・お困りの方（予約制）

1歳6か月児健康診査
13：00～13：30

 29 金 出産を控えた夫婦（予約制） 徳育

か ず ま

われ

17 16



子宮内膜症は、子宮の内側だ
けにある膜が子宮の外側にでき
てしまう病気です。女性ホルモ
ンと関係が深く、生理がある年
齢の女性に発病します。
主な症状は生理痛で、10代

後半から発生します。この病気による痛みは、就学、就
労の妨げとなり、いずれは不妊症の原因にも。子宮内膜
症と診断された患者のうち、半数の51%に不妊が認めら
れています。気になる症状があれば、無理をせず、産婦
人科を受診、または健康医療課やお近くの「ふくしあ」
に相談しましょう。

・健診、講座の問い合わせ 健康医療課 （☎23-8111）
・子育てコンシェルジュへの相談 こども政策課 （☎21-1211）
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　育児相談などを行っています。

小笠掛川急患診療所
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■「税を考える週間」作品展 大東
市内の小中学生による税に関する習字やポスターを展示します。
期間：11月13日（水）～20日（水）

■高校生のおはなし会　中央
掛川西高校演劇部の生徒によるよみきかせを行います。
とき：11月16日（土）午前10時30分～11時

■「かけがわ教育の日」展示　中央
市内の幼稚園・保育園と学校の地域連携の取り組みを紹介します。
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小学校、公民館、農協などを巡回しま
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事
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細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
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せ
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事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

11/5（火）13：00～16：00
市役所4階会議室

6人
（1人30分間）
相談無料

11/4（月・振）
10：00～12：00
ならここの湯（居尻）

どなたでも
参加無料
（温泉入湯料は別途)

弁護士会ウィーク
出張一般法律相談
　　福祉課（☎21-1140）

11/9（土）13：30～15：00
（開場13：00～）
千浜農村環境改善センター
（千浜）

一般80人
参加料200円

歴史講座
「戦国の城から近世の城へ」
　千浜農村環境改善センター
（☎72-5028）

11/7（木）18：30～
（開場18：00～）
生涯学習センター（御所原）

どなたでも
入場無料
（要整理券）

主催は東遠地域労働者福祉協議会。山本昌さんに
よる「今の自分が未来の自分を作る～準備すること
の大切さ～」講演会です。
　10/7（月）から市役所3階産業労働政策課で整理
券配布（申込順・整理券枚数制限あり）

11/9（土）10：00～15：00
東海アクシス看護専門学校
（袋井市）
雨天決行

どなたでも
入場無料

カリヨン祭
　東海アクシス看護専門学校
（☎0538-43-8111）

妊婦体験や身体計測、車いす体験、子育て体験のほ
か、模擬店やスタンプラリーなども楽しめます。
　直接会場へ

城郭研究者の松井一明さんを講師に迎え、戦国時代
から近世にかけての城の変遷について学びます。
　直接会場へ(先着順)

11/9（土）・24（日）
9：30～16：30
中央図書館（掛川）

市内在住または
市内在勤（在学）の方
各4人
相談無料

ビジネスチャンス相談
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に応
じます。
　電話で申込（申込順）

11/2（土）～4（月・振）
9：00～16：00
（4日は15：00まで）
三の丸広場（掛川）

どなたでも
入場無料

菊文化を身近に!
掛川市菊花展
　維持管理課（☎21-1154）

市民のみなさんが丹精込めて育てた満開の菊の花
をお楽しみください。菊花などの即売もあります。
　直接会場へ

11/3（日・祝）
9：30～14：30
大須賀支所周辺施設
（西大渕）

どなたでも
入場無料

e～ら、ふるさとinおおすか
　実行委員会事務局
（大須賀市民交流センター内
☎48-1002)
ならここの湯
第4回感謝祭
　ならここの湯
（☎20-3030）

市内で活動する各種団体の展示・体験・販売コー
ナーやもち投げなど子どもから大人まで楽しめる盛
りだくさんの内容です。
　直接会場へ
地元の取れたて野菜や果物、ならここ汁、おでんの
販売、フォークソングの演奏を行います。餅つき体験
とつきたての餅のサービスもあります。
　直接会場へ
弁護士を身近に感じてもらうため、弁護士会主催の
法律相談を行います。
　11/1（金）までに電話で申込（申込順）

11/2（土）18：00～20：45
掛川城御殿（掛川）

どなたでも
500円/人
(事前申込者
300円/人）

10/27（日）11：00～13：00
竹の丸（掛川）

どなたでも
10人
2,000円

簡単薬膳を味わう講座
　　竹の丸（☎22-2112）

第1部で薬膳を解説付きで味わい、第2部で家庭で
もできる薬膳の利用法と野菜の活用法を学びます。
　10/10（木）から電話で申込（申込順）

秋のイベントデー
　吉岡彌生記念館
（☎74-5566）

10/20（日）10：00～15：30
吉岡彌生記念館（下土方）

どなたでも
入館無料

館内案内やクイズラリー、バルーンアート、抹茶サー
ビス、ヨーヨー釣り、マッサージ体験など、記念館ボ
ランティアによるおもてなしイベントです。
　直接会場へ

10/26（土）10：00～15：00
松ヶ岡（十王）

どなたでも
参加無料

市指定文化財「松ヶ岡（旧山﨑家住宅）」を舞台に、
スタンプラリーやかご乗り体験などが楽しめる子ど
も向けのイベントです。
　直接会場へ

松ヶ岡探検隊
　社会教育課（☎21-1158）

11/2（土）13：00～15：00
たまり～な（満水）
雨天中止

どなたでも20人
（小学生以下
保護者同伴）
300円

農業体験もち米稲刈り
　　たまり～な
（☎24-2722）

第十夜　月夜の煎茶会
　　掛川茶振興協会

（お茶振興課内☎21-1216・
FAX21-1212）
ocha@city.kakegawa.shizuoka.jp

6月に手植えしたもち米を鎌で稲刈りします。家族
みんなで秋を収穫しませんか。ミニソフトクリーム
付きです。
　10/31（木）までに電話で申込（申込順・火曜休館）
春の月夜の茶摘みで摘み取った「満月茶」の呈茶や
氷出し茶の試飲、お茶鑑定、音楽の生演奏が楽しめ
ます。あんどんで照らされた御殿で、普段味わうこ
とのできない一杯をどうぞ。
駐車場は中央図書館をご利用ください。
　直接会場へ（事前申込は代表者の氏名、住所、電話
番号、参加人数を電話、FAXまたはメールで申込）

10/30（水）、11/6（水）
13：00～受付
13：30～16：00セミナー
16：00～17：00交流会
市役所4階会議室

婚活サポーター
としてボラン
ティア活動し
たい方、両日
参加可能な方
受講無料

若者の結婚を応援したい方、おせっかい婚活サポー
ターとして地域貢献しませんか。初めての方もセミ
ナーを通してサポートを学べます。
　みかん企画へ電話またはショートメッセージサー
ビス(SMS)で申込

おせっかい婚活サポーター
養成講座
　みかん企画・吉本
（☎090-9026-1664)
　企画政策課（☎21-1127）

10/26（土）14：00～17：00
ならここの里キャンプ場
（居尻）

小学生以下の
子どもとその
家族
入場料150円/人

ならここの里がハロウィン会場に。子どもたちは仮
装やフェイスペイントでお化けや魔法使いに大変
身!ハロウィンパレードでお菓子がもらえます。
　直接会場へ

ハロウィンキャンプ
inならここの里
　ならここの里
（☎25-2055）

　

元プロ野球選手
山本昌さん講演会
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

11/2（土）9：00～14：30
掛川工業高校（葵町）

どなたでも
入場無料

①11/10　②11/17の日曜日
12：00～　
①エコパ芝生広場1（袋井市）
②下垂木ゆうゆうパーク（下垂木）

40歳以上
8人制チーム
6,000円/チーム

11/5（火）13：30～15：30
ハローワーク掛川（金城）

潜在保育士、保
育士を目指す方、
興味のある方

展示やステージ発表、招待試合など。駐車場は
ありません。公共交通機関をご利用ください。
   直接会場へ
ミニ就職セミナーや各種相談コーナーのほ
か、保育事業所がブース出展を行います。
　直接会場へ

「葛川祭」
　掛川工業高等学校
（☎22-7255）

第21回
掛川シニア8人制サッカー大会
　原（☎090-3557-5804）

11/8（金）9：00～14：30
予備日11/19（火）
いこいの広場（細谷）

一般
700円

　10/25（金）15：30～17：00に掛川B&G
海洋センター（大池）ロビーに来館で申込

40歳以上のシニアサッカー大会です。
　件名に「シニアサッカー」と入力し、メー
ル（kn-ochiai@mist.ocn.ne.jp）で申込

掛川市民グラウンド・ゴルフ大会
　大井（☎080-3068-4822）

保育出張相談会
　県社会福祉協議会
（☎054-271-2110）

内容・申込方法など伝言板　　 とき・ところ 対象・参加料

内容・申込方法など伝言板　　 とき・ところ 対象・参加料
10/6・20、11/10・24、12/8・22
の日曜日①9：30～②10：15～
竹の丸（掛川）

どなたでも
500円/回（①②
通しでも500円）

10/19（土）～27（日）
9：00～17：00（27日は16：30まで）
シオーネ（大坂）

どなたでも
入場無料

①笑う体操とヨガの呼吸法でストレス解消・
免疫力UP!②体を動かして脳を活性化
　直接会場へ

板や箱を彫って、彩色する珍しい工芸絵画
を70点ほど展示します。
　直接会場へ

①笑いヨガ
②シナプソロジー
　石川（☎080-1550-1635）

10/11（金）13：00～14：00
環境資源ギャラリー（満水）

17～75歳の
健康な方
参加無料

皇居・赤坂御用地の庭園除草作業資格や奉
仕期間、費用などの説明会です。
　直接会場へ

皇居・赤坂御用地
令和2年4月勤労奉仕説明会
　寺田（☎0538-44-1607）

　

①10/27（日）10：00～15：00
　掛川城御殿（掛川）
②文化展11/1（金）～3（日・祝）　
　芸術祭11/3（日・祝）
　生涯学習センター（御所原）
③11/11（月）12：30～
　生涯学習センター（御所原）

①一般市民
　茶券1,500円
　（3枚付き）
②どなたでも
　入場無料
③どなたでも
　1,000円

①煎茶（掛川茶）と抹茶を選べます。
②文化展は華道や茶道、芸術祭は吟詠、民
謡、大正琴、舞踊などの舞台芸能

③講演会講師は吉住達也さん
　①②は直接会場へ、③は10/11（金）まで
に文化振興課へ郵送（〒436-8650長谷1-1-1）
で申込

掛川市文化協会
①市民茶会
②文化展・芸術祭
③俳句のつどい
　①茶道部・藤田（☎22-4691）
②芸術部・山崎（☎24-3407）
③俳句部・岡上（☎23-7744）

10/19（土）8：30～10：30
沖之須・大渕地内の海岸防災林
雨天決行

どなたでも
参加無料

海岸防災林をみなさんの手で育成しましょう。
持ち物　帽子、タオル、軍手、飲み物、鎌などの草刈
り道具（草刈り機は使用できません）

　直接会場へ

潮騒の杜育樹祭
　維持管理課（☎21-1154）

しおさい もり

第9回碑文谷彫習作展
　大東碑文谷彫の会・宮本
（☎22-5288）

ひ もん や ぼり

11/2（土）・3（日・祝）
9：00～16：00
（3日は14：30まで）
大須賀中央公民館（西大渕）

どなたでも
入場無料

フェスタおおすか
　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

大須賀区域の学校・文化団体・公民館クラブ生の作
品展示やステージ発表で活動成果を披露。映画上映
や子ども将棋大会、お茶席の催しやお花、軽食の販
売もあります。
　直接会場へ

11/12（火）9：00～16：40
県産業経済会館
（静岡市葵区）

屋外広告業を営
もうとする方
3,900円（手数料）

県屋外広告業登録制度における業務主任者資格です。
　申請書を県ホームページまたは県土木事務所窓口
で入手し、1 0 / 1 1（金）までに直接または郵送
（〒437-0042袋井市山名町2-1）で申込

静岡県屋外広告物講習会
　　県袋井土木事務所
（☎0538-42-3292）

10/27（日）13：00～楽器体験
14：00～演奏会
生涯学習センター（御所原）

どなたでも
入場無料

掛オケフェスタ2019
　芝宮（☎090-9223-5002）

テーマは「ゲームおんがく」。演奏参加、指
揮者体験コーナーもあります。
　直接会場へ(体験コーナーは電話で申込)
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事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

11/5（火）13：00～16：00
市役所4階会議室

6人
（1人30分間）
相談無料

11/4（月・振）
10：00～12：00
ならここの湯（居尻）

どなたでも
参加無料
（温泉入湯料は別途)

弁護士会ウィーク
出張一般法律相談
　　福祉課（☎21-1140）

11/9（土）13：30～15：00
（開場13：00～）
千浜農村環境改善センター
（千浜）

一般80人
参加料200円

歴史講座
「戦国の城から近世の城へ」
　千浜農村環境改善センター
（☎72-5028）

11/7（木）18：30～
（開場18：00～）
生涯学習センター（御所原）

どなたでも
入場無料
（要整理券）

主催は東遠地域労働者福祉協議会。山本昌さんに
よる「今の自分が未来の自分を作る～準備すること
の大切さ～」講演会です。
　10/7（月）から市役所3階産業労働政策課で整理
券配布（申込順・整理券枚数制限あり）

11/9（土）10：00～15：00
東海アクシス看護専門学校
（袋井市）
雨天決行

どなたでも
入場無料

カリヨン祭
　東海アクシス看護専門学校
（☎0538-43-8111）

妊婦体験や身体計測、車いす体験、子育て体験のほ
か、模擬店やスタンプラリーなども楽しめます。
　直接会場へ

城郭研究者の松井一明さんを講師に迎え、戦国時代
から近世にかけての城の変遷について学びます。
　直接会場へ(先着順)

11/9（土）・24（日）
9：30～16：30
中央図書館（掛川）

市内在住または
市内在勤（在学）の方
各4人
相談無料

ビジネスチャンス相談
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に応
じます。
　電話で申込（申込順）

11/2（土）～4（月・振）
9：00～16：00
（4日は15：00まで）
三の丸広場（掛川）

どなたでも
入場無料

菊文化を身近に!
掛川市菊花展
　維持管理課（☎21-1154）

市民のみなさんが丹精込めて育てた満開の菊の花
をお楽しみください。菊花などの即売もあります。
　直接会場へ

11/3（日・祝）
9：30～14：30
大須賀支所周辺施設
（西大渕）

どなたでも
入場無料

e～ら、ふるさとinおおすか
　実行委員会事務局
（大須賀市民交流センター内
☎48-1002)
ならここの湯
第4回感謝祭
　ならここの湯
（☎20-3030）

市内で活動する各種団体の展示・体験・販売コー
ナーやもち投げなど子どもから大人まで楽しめる盛
りだくさんの内容です。
　直接会場へ
地元の取れたて野菜や果物、ならここ汁、おでんの
販売、フォークソングの演奏を行います。餅つき体験
とつきたての餅のサービスもあります。
　直接会場へ
弁護士を身近に感じてもらうため、弁護士会主催の
法律相談を行います。
　11/1（金）までに電話で申込（申込順）

11/2（土）18：00～20：45
掛川城御殿（掛川）

どなたでも
500円/人
(事前申込者
300円/人）

10/27（日）11：00～13：00
竹の丸（掛川）

どなたでも
10人
2,000円

簡単薬膳を味わう講座
　　竹の丸（☎22-2112）

第1部で薬膳を解説付きで味わい、第2部で家庭で
もできる薬膳の利用法と野菜の活用法を学びます。
　10/10（木）から電話で申込（申込順）

秋のイベントデー
　吉岡彌生記念館
（☎74-5566）

10/20（日）10：00～15：30
吉岡彌生記念館（下土方）

どなたでも
入館無料

館内案内やクイズラリー、バルーンアート、抹茶サー
ビス、ヨーヨー釣り、マッサージ体験など、記念館ボ
ランティアによるおもてなしイベントです。
　直接会場へ

10/26（土）10：00～15：00
松ヶ岡（十王）

どなたでも
参加無料

市指定文化財「松ヶ岡（旧山﨑家住宅）」を舞台に、
スタンプラリーやかご乗り体験などが楽しめる子ど
も向けのイベントです。
　直接会場へ

松ヶ岡探検隊
　社会教育課（☎21-1158）

11/2（土）13：00～15：00
たまり～な（満水）
雨天中止

どなたでも20人
（小学生以下
保護者同伴）
300円

農業体験もち米稲刈り
　　たまり～な
（☎24-2722）

第十夜　月夜の煎茶会
　　掛川茶振興協会

（お茶振興課内☎21-1216・
FAX21-1212）
ocha@city.kakegawa.shizuoka.jp

6月に手植えしたもち米を鎌で稲刈りします。家族
みんなで秋を収穫しませんか。ミニソフトクリーム
付きです。
　10/31（木）までに電話で申込（申込順・火曜休館）
春の月夜の茶摘みで摘み取った「満月茶」の呈茶や
氷出し茶の試飲、お茶鑑定、音楽の生演奏が楽しめ
ます。あんどんで照らされた御殿で、普段味わうこ
とのできない一杯をどうぞ。
駐車場は中央図書館をご利用ください。
　直接会場へ（事前申込は代表者の氏名、住所、電話
番号、参加人数を電話、FAXまたはメールで申込）

10/30（水）、11/6（水）
13：00～受付
13：30～16：00セミナー
16：00～17：00交流会
市役所4階会議室

婚活サポーター
としてボラン
ティア活動し
たい方、両日
参加可能な方
受講無料

若者の結婚を応援したい方、おせっかい婚活サポー
ターとして地域貢献しませんか。初めての方もセミ
ナーを通してサポートを学べます。
　みかん企画へ電話またはショートメッセージサー
ビス(SMS)で申込

おせっかい婚活サポーター
養成講座
　みかん企画・吉本
（☎090-9026-1664)
　企画政策課（☎21-1127）

10/26（土）14：00～17：00
ならここの里キャンプ場
（居尻）

小学生以下の
子どもとその
家族
入場料150円/人

ならここの里がハロウィン会場に。子どもたちは仮
装やフェイスペイントでお化けや魔法使いに大変
身!ハロウィンパレードでお菓子がもらえます。
　直接会場へ

ハロウィンキャンプ
inならここの里
　ならここの里
（☎25-2055）

　

元プロ野球選手
山本昌さん講演会
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

11/2（土）9：00～14：30
掛川工業高校（葵町）

どなたでも
入場無料

①11/10　②11/17の日曜日
12：00～　
①エコパ芝生広場1（袋井市）
②下垂木ゆうゆうパーク（下垂木）

40歳以上
8人制チーム
6,000円/チーム

11/5（火）13：30～15：30
ハローワーク掛川（金城）

潜在保育士、保
育士を目指す方、
興味のある方

展示やステージ発表、招待試合など。駐車場は
ありません。公共交通機関をご利用ください。
   直接会場へ
ミニ就職セミナーや各種相談コーナーのほ
か、保育事業所がブース出展を行います。
　直接会場へ

「葛川祭」
　掛川工業高等学校
（☎22-7255）

第21回
掛川シニア8人制サッカー大会
　原（☎090-3557-5804）

11/8（金）9：00～14：30
予備日11/19（火）
いこいの広場（細谷）

一般
700円

　10/25（金）15：30～17：00に掛川B&G
海洋センター（大池）ロビーに来館で申込

40歳以上のシニアサッカー大会です。
　件名に「シニアサッカー」と入力し、メー
ル（kn-ochiai@mist.ocn.ne.jp）で申込

掛川市民グラウンド・ゴルフ大会
　大井（☎080-3068-4822）

保育出張相談会
　県社会福祉協議会
（☎054-271-2110）

内容・申込方法など伝言板　　 とき・ところ 対象・参加料

内容・申込方法など伝言板　　 とき・ところ 対象・参加料
10/6・20、11/10・24、12/8・22
の日曜日①9：30～②10：15～
竹の丸（掛川）

どなたでも
500円/回（①②
通しでも500円）

10/19（土）～27（日）
9：00～17：00（27日は16：30まで）
シオーネ（大坂）

どなたでも
入場無料

①笑う体操とヨガの呼吸法でストレス解消・
免疫力UP!②体を動かして脳を活性化
　直接会場へ

板や箱を彫って、彩色する珍しい工芸絵画
を70点ほど展示します。
　直接会場へ

①笑いヨガ
②シナプソロジー
　石川（☎080-1550-1635）

10/11（金）13：00～14：00
環境資源ギャラリー（満水）

17～75歳の
健康な方
参加無料

皇居・赤坂御用地の庭園除草作業資格や奉
仕期間、費用などの説明会です。
　直接会場へ

皇居・赤坂御用地
令和2年4月勤労奉仕説明会
　寺田（☎0538-44-1607）

　

①10/27（日）10：00～15：00
　掛川城御殿（掛川）
②文化展11/1（金）～3（日・祝）　
　芸術祭11/3（日・祝）
　生涯学習センター（御所原）
③11/11（月）12：30～
　生涯学習センター（御所原）

①一般市民
　茶券1,500円
　（3枚付き）
②どなたでも
　入場無料
③どなたでも
　1,000円

①煎茶（掛川茶）と抹茶を選べます。
②文化展は華道や茶道、芸術祭は吟詠、民
謡、大正琴、舞踊などの舞台芸能

③講演会講師は吉住達也さん
　①②は直接会場へ、③は10/11（金）まで
に文化振興課へ郵送（〒436-8650長谷1-1-1）
で申込

掛川市文化協会
①市民茶会
②文化展・芸術祭
③俳句のつどい
　①茶道部・藤田（☎22-4691）
②芸術部・山崎（☎24-3407）
③俳句部・岡上（☎23-7744）

10/19（土）8：30～10：30
沖之須・大渕地内の海岸防災林
雨天決行

どなたでも
参加無料

海岸防災林をみなさんの手で育成しましょう。
持ち物　帽子、タオル、軍手、飲み物、鎌などの草刈
り道具（草刈り機は使用できません）

　直接会場へ

潮騒の杜育樹祭
　維持管理課（☎21-1154）

しおさい もり

第9回碑文谷彫習作展
　大東碑文谷彫の会・宮本
（☎22-5288）

ひ もん や ぼり

11/2（土）・3（日・祝）
9：00～16：00
（3日は14：30まで）
大須賀中央公民館（西大渕）

どなたでも
入場無料

フェスタおおすか
　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

大須賀区域の学校・文化団体・公民館クラブ生の作
品展示やステージ発表で活動成果を披露。映画上映
や子ども将棋大会、お茶席の催しやお花、軽食の販
売もあります。
　直接会場へ

11/12（火）9：00～16：40
県産業経済会館
（静岡市葵区）

屋外広告業を営
もうとする方
3,900円（手数料）

県屋外広告業登録制度における業務主任者資格です。
　申請書を県ホームページまたは県土木事務所窓口
で入手し、1 0 / 1 1（金）までに直接または郵送
（〒437-0042袋井市山名町2-1）で申込

静岡県屋外広告物講習会
　　県袋井土木事務所
（☎0538-42-3292）

10/27（日）13：00～楽器体験
14：00～演奏会
生涯学習センター（御所原）

どなたでも
入場無料

掛オケフェスタ2019
　芝宮（☎090-9223-5002）

テーマは「ゲームおんがく」。演奏参加、指
揮者体験コーナーもあります。
　直接会場へ(体験コーナーは電話で申込)
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内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

商工まつりで一部交通規制
JR掛川駅北口の市街地
問掛川商工会議所（☎22-5151）
問産業労働政策課（☎21-1125）

ふくしあ健康相談
高齢者安全運転相談（11月）
●東部ふくしあ（☎61-2900）
　11/  1（金） 9：30～11：30
　さすが市
　11/22（金） 9：30～11：00
●中部ふくしあ（☎28-9713）
　コープ緑ヶ丘店
　11/ 11（月） 9：30～11：30
　特別支援学校
   11/16（土） 11:00~12:30
●西部ふくしあ（☎29-5977）
　桜木ホール
　11/   5（火） 9：30～11：30
●大東ふくしあ（☎72-1116）
　11/   6（水） 9：30～11：30
　大東温泉シートピア
　11/27（水） 13：30～15：30
●大須賀ふくしあ（☎48-1007）
　大須賀老人福祉センター
　11/   7（木） 9：30～11：30
※高齢者安全運転相談のお問い合わ
　せは危機管理課（☎21-1131）まで

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

11月3日（日・祝）午前9時～午後3
時15分まで、掛川商工まつりのため
一部（駅北口商店街）で交通規制を行
います。

10月11日（金）振り込み
6～9月分の児童手当
　 こども希望課（☎21-1144）

児童手当受給者に、6月から9月分
の児童手当を10月11日(金)に届け出
のあった金融機関へ振り込みます。振
り込み日以降にお確かめください。
更新手続きが済んでいない方は10

月の支給はされません。
対象者　6月1日現在、市内に在住し
ていた受給者

プレミアム付商品券
販売・利用始まる

　福祉課プレミアム付商品券窓口
（☎21-1217）

自主運行バスダイヤ改正
　生涯学習協働推進課（☎21-1129）

10月から市指定ごみ袋
販売価格変更

　 環境政策課（☎21-1145）

10月1日（火）から、指定ごみ袋の
販売価格（一般廃棄物処理手数料）が
下記のとおり変更となりました。安定
したごみ処理のため、ご協力をお願い
します。
価格（各10枚入り1組）
【可燃】30㍑220円・20㍑178円
【不燃】30㍑220円

一部路線でダイヤが変わります。
対象路線　粟本、倉真、東山、居尻線
実施日　10月16日（水）～平日のみ
増便　・粟本線20：12掛川駅発葛ヶ
丘三丁目行き

・倉真線20：12掛川駅発石畑行き
終点変更　・東山線19：00掛川駅発
東山行き：終点「東山」を「日坂」折
り返し

•居尻線19：00掛川駅発泉行き：終点
「泉」を「居尻」折り返し

22世紀の丘公園「たまり～な」
館内点検で3日間休館
　たまり～な（☎24-2722）

館内点検のため、10月7日（月）～9日
（水）は休館します。

軽自動車税の名称変更
　 市税課（☎21-1138）

税制改正により、10月1日（火）から
軽自動車税の名称が「軽自動車税種
別割」に変わりました。税額は現行の
軽自動車税と変更はありません。

消費税引き上げに伴う影響緩和のた
め、プレミアム付商品券を販売します。
対象　①平成31年1月1日時点で掛川市
に住民登録があり、平成31年度分の住
民税が課税されていない方(住民税が
課税されている方の被扶養者、生活保
護の受給者は対象外)

※7月郵送の申請書を11月29日(金)ま
でに提出で購入引換券を郵送

②平成28年4月2日～令和元年9月30
　日までに生まれた子どもがいる世
　帯の世帯主
※申請不要。9月下旬から購入引換券
を送付します。
販売単位　1冊5,000円（1,000円×5
枚）を4,000円で販売。対象者1人
につき5冊まで購入可
販売期間　令和2年1月31日（金）まで
販売場所　市役所、大東・大須賀支
所、掛川商工会議所、掛川みなみ商
工会

※購入引換券、免許証などの身分証
明書をお持ちください。
利用期限　令和2年2月29日（土）まで
利用店舗　市内の商品券取扱事業者
※販売時に取扱事業者一覧（ガイド
ブック）をお渡しします。市ホーム
ページでも紹介しています。

月曜日：さんりーな（大池）
土曜日：あすなろ（富部）ほか
19：00～

中学1・2年生の
男女
1,400円/月

中学生バスケットボール教室
「掛川ビクトリーズ」参加者募集
　藤原（☎090-5457-1427）

基礎から実践できるスキルまで、幅広い練
習をします。
　電話で申込

火曜日19：40～21：00
木曜日19：00～21：00
掛川警察署道場（宮脇）

どなたでも
参加無料

居合道教室
　平松（☎090-3458-9984）

運動のできる服装でお越しください。
持ち物　飲み物、膝サポーター（なくても可）
　電話で申込

木曜日9：30～11：30（月3回）
生涯学習センター（御所原）

一般
3,000円/回
（テキスト代別）

やさしい書道教室
　窪野（☎23-6678）

初歩～上級者向けの教室です。
持ち物　書道用具一式
　電話で申込

血液循環ロコモ体操
　神戸（☎・FAX24-3507）

第2・4火曜日10：00～11：30
第2：粟本地域学習センター（初馬）
第4：水垂公民館（水垂）

どなたでも
参加無料

いすに座っての動きで、どなたでも簡単にで
きる体操です。
　電話またはFAXで申込

第2火曜日 13：30～15：30
第4火曜日 9：30～11：30
竹の丸（掛川）

どなたでも
500円/回

みんなで踊ろうフォークダンス
　掛川フォークダンス・箸
（☎27-0903）

楽しく踊りましょう!
持ち物　飲み物、筆記用具
　直接会場へ

児童生徒の学習発表会や作業製品販売を行い、成
果を発表します。地域福祉事業所などのバザーや、
掛川西高校吹奏楽部のコンサートもあります。
　直接会場へ

①講演「糖尿病と認知症の関係」講師：中東遠総合
医療センター　山田隆之医師、「血糖値の上昇を緩
やかにする食事のコツ」講師：株式会社杏林堂薬局
管理栄養士　長嶋桃子さん、「いつでも気軽にでき
る!動いて脳トレ」講師：しずおか健康長寿財団　
健康運動指導士　中野元恵さん
②血糖値測定、医師の相談（当日の希望者先着40人）
持ち物　飲み物、タオル、運動ができる服装
　11/14（木）までに電話またはメール（「糖尿病イ
ベント参加」、住所、氏名、連絡先を明記）で申込（申
込順）

フルート・ヴァイオリン・コントラバスで構成されたユ
ニット「BAB」を招き、2つのイベントを開催します。
①段ボールで一弦ギターを作ってBABと演奏しよ
う。②BABがアレンジした音楽を一緒に楽しもう。
　電話で申込（申込順)

11/23､12/7､R2/1/25
の土曜日19：30～21：00
大須賀中央公民館（西大渕）

一般
600円/人

郷土の宝である三社祭礼囃子は、250年あまりの歴
史と伝統をもつ県指定無形文化財第1号です。興味
のある方、幼いころにたたいた記憶を取り戻したい
方など、ぜひご参加ください。
持ち物　飲み物、筆記用具
　11/5(火)までに電話、FAXまたは来館で申込(月曜休館)  

11/23（土・祝）
①10：00～11：30
②14：00～15：00
吉岡彌生記念館（下土方）

①小学生10人
（保護者付き添い可）
②どなたでも
25人
参加無料

11/17（日）
①13：30～15：00
（受付13：00～）
②15：00～16：00
徳育保健センター（御所原）

どなたでも
80人
入場無料

11/16（土）10：00～14：00
掛川特別支援学校（杉谷南）

どなたでも
入場無料

11/16（土）10：00～正午
袋井市総合センター
（袋井市）

どなたでも
200人
受講無料

①「聴いて得する『麻酔』のおはなし」講師：副院長
兼麻酔科統括診療部長　山本洋子医師②「糖尿病
性腎臓病って何?」講師：院長補佐兼腎臓内科診療部
長　赤堀利行医師
　直接会場へ（先着順）

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

　

　

世界糖尿病デー
講演会&健康チェック
　　健康医療課
（☎23-8111）
tokuiku@city.kakegawa.
shizuoka.jp

11/30（土）13：30～15：30
徳育保健センター（御所原）

どなたでも
20人
500円/人

第28回医療市民講座
　中東遠総合医療センター
（☎21-5555）

ふれあいフェスタ
　掛川特別支援学校
（☎29-6791）

児童生徒による屋台の引き回しや製品販売、作業実
演、作品展示などを行います。
　直接会場へ

11/16（土）9：30～14：00
袋井特別支援学校（袋井市）
雨天決行 

どなたでも
入場無料

光る子まつり
　袋井特別支援学校
（☎0538-43-6613）

掛川城を啓発カラーでライトアップ

今
月
の
け
っ
ト
ラ
市  

10
／
19
㈯ 

午
前
9
時
〜
正
午

　
　
　
　
　
　
　
　 

　

  

問
実
行
委
員
会（
☎
21-

1
1
2
4
）

0歳～3歳未満 
3歳～小学校修了前
（第1子、第2子） 
3歳～小学校修了前
（第3子以降） 
中学生
所得制限額以上 
※高校卒業前の子どものうち、年長者
　から第1子と数えます。

10月は臓器移植普及推進月間
静岡県腎臓バンク（☎053-435-3175）

　移植医療への理解を深めるため、10月中
の1か月、掛川城を啓発カラーの「グリーン」
でライトアップします。期間限定の掛川城を
ご覧いただき、臓器提供の意思表示について
考えるきっかけとしてください。

月額15,000円

月額10,000円

月額15,000円

月額10,000円

月額  5,000円

オリーブオイルをもっと食卓で楽しみたい、使いた
いと考えている方、料理を作りながら楽しみ方を発
見しませんか。
持ち物　エプロン、メモ帳、筆記用具
　11/20（水）までに電話、FAXまたはメールで申込
（申込順）

食卓で愉しむ
オリーブオイル料理～レッスン1～
　　農林課
（☎21-1147・FAX21-1212）
norin@city.kakegawa.
shizuoka.jp　　　

たの

音楽会の日
①一弦ギターづくり&ミ
ニコンサート
②BABコンサート
　　吉岡彌生記念館
（☎74-5566）

バ ブ

三社祭礼囃子初心者講座
(全３回)
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012・FAX48-2024）　　　

さんじゃ さいれいばや し
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内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

商工まつりで一部交通規制
JR掛川駅北口の市街地
問掛川商工会議所（☎22-5151）
問産業労働政策課（☎21-1125）

ふくしあ健康相談
高齢者安全運転相談（11月）
●東部ふくしあ（☎61-2900）
　11/  1（金） 9：30～11：30
　さすが市
　11/22（金） 9：30～11：00
●中部ふくしあ（☎28-9713）
　コープ緑ヶ丘店
　11/ 11（月） 9：30～11：30
　特別支援学校
   11/16（土） 11:00~12:30
●西部ふくしあ（☎29-5977）
　桜木ホール
　11/   5（火） 9：30～11：30
●大東ふくしあ（☎72-1116）
　11/   6（水） 9：30～11：30
　大東温泉シートピア
　11/27（水） 13：30～15：30
●大須賀ふくしあ（☎48-1007）
　大須賀老人福祉センター
　11/   7（木） 9：30～11：30
※高齢者安全運転相談のお問い合わ
　せは危機管理課（☎21-1131）まで

★
事
業
の
詳
細
は
、各
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

11月3日（日・祝）午前9時～午後3
時15分まで、掛川商工まつりのため
一部（駅北口商店街）で交通規制を行
います。

10月11日（金）振り込み
6～9月分の児童手当
　 こども希望課（☎21-1144）

児童手当受給者に、6月から9月分
の児童手当を10月11日(金)に届け出
のあった金融機関へ振り込みます。振
り込み日以降にお確かめください。
更新手続きが済んでいない方は10

月の支給はされません。
対象者　6月1日現在、市内に在住し
ていた受給者

プレミアム付商品券
販売・利用始まる

　福祉課プレミアム付商品券窓口
（☎21-1217）

自主運行バスダイヤ改正
　生涯学習協働推進課（☎21-1129）

10月から市指定ごみ袋
販売価格変更

　 環境政策課（☎21-1145）

10月1日（火）から、指定ごみ袋の
販売価格（一般廃棄物処理手数料）が
下記のとおり変更となりました。安定
したごみ処理のため、ご協力をお願い
します。
価格（各10枚入り1組）
【可燃】30㍑220円・20㍑178円
【不燃】30㍑220円

一部路線でダイヤが変わります。
対象路線　粟本、倉真、東山、居尻線
実施日　10月16日（水）～平日のみ
増便　・粟本線20：12掛川駅発葛ヶ
丘三丁目行き

・倉真線20：12掛川駅発石畑行き
終点変更　・東山線19：00掛川駅発
東山行き：終点「東山」を「日坂」折
り返し

•居尻線19：00掛川駅発泉行き：終点
「泉」を「居尻」折り返し

22世紀の丘公園「たまり～な」
館内点検で3日間休館
　たまり～な（☎24-2722）

館内点検のため、10月7日（月）～9日
（水）は休館します。

軽自動車税の名称変更
　 市税課（☎21-1138）

税制改正により、10月1日（火）から
軽自動車税の名称が「軽自動車税種
別割」に変わりました。税額は現行の
軽自動車税と変更はありません。

消費税引き上げに伴う影響緩和のた
め、プレミアム付商品券を販売します。
対象　①平成31年1月1日時点で掛川市
に住民登録があり、平成31年度分の住
民税が課税されていない方(住民税が
課税されている方の被扶養者、生活保
護の受給者は対象外)

※7月郵送の申請書を11月29日(金)ま
でに提出で購入引換券を郵送

②平成28年4月2日～令和元年9月30
　日までに生まれた子どもがいる世
　帯の世帯主
※申請不要。9月下旬から購入引換券
を送付します。
販売単位　1冊5,000円（1,000円×5
枚）を4,000円で販売。対象者1人
につき5冊まで購入可
販売期間　令和2年1月31日（金）まで
販売場所　市役所、大東・大須賀支
所、掛川商工会議所、掛川みなみ商
工会

※購入引換券、免許証などの身分証
明書をお持ちください。
利用期限　令和2年2月29日（土）まで
利用店舗　市内の商品券取扱事業者
※販売時に取扱事業者一覧（ガイド
ブック）をお渡しします。市ホーム
ページでも紹介しています。

月曜日：さんりーな（大池）
土曜日：あすなろ（富部）ほか
19：00～

中学1・2年生の
男女
1,400円/月

中学生バスケットボール教室
「掛川ビクトリーズ」参加者募集
　藤原（☎090-5457-1427）

基礎から実践できるスキルまで、幅広い練
習をします。
　電話で申込

火曜日19：40～21：00
木曜日19：00～21：00
掛川警察署道場（宮脇）

どなたでも
参加無料

居合道教室
　平松（☎090-3458-9984）

運動のできる服装でお越しください。
持ち物　飲み物、膝サポーター（なくても可）
　電話で申込

木曜日9：30～11：30（月3回）
生涯学習センター（御所原）

一般
3,000円/回
（テキスト代別）

やさしい書道教室
　窪野（☎23-6678）

初歩～上級者向けの教室です。
持ち物　書道用具一式
　電話で申込

血液循環ロコモ体操
　神戸（☎・FAX24-3507）

第2・4火曜日10：00～11：30
第2：粟本地域学習センター（初馬）
第4：水垂公民館（水垂）

どなたでも
参加無料

いすに座っての動きで、どなたでも簡単にで
きる体操です。
　電話またはFAXで申込

第2火曜日 13：30～15：30
第4火曜日 9：30～11：30
竹の丸（掛川）

どなたでも
500円/回

みんなで踊ろうフォークダンス
　掛川フォークダンス・箸
（☎27-0903）

楽しく踊りましょう!
持ち物　飲み物、筆記用具
　直接会場へ

児童生徒の学習発表会や作業製品販売を行い、成
果を発表します。地域福祉事業所などのバザーや、
掛川西高校吹奏楽部のコンサートもあります。
　直接会場へ

①講演「糖尿病と認知症の関係」講師：中東遠総合
医療センター　山田隆之医師、「血糖値の上昇を緩
やかにする食事のコツ」講師：株式会社杏林堂薬局
管理栄養士　長嶋桃子さん、「いつでも気軽にでき
る!動いて脳トレ」講師：しずおか健康長寿財団　
健康運動指導士　中野元恵さん
②血糖値測定、医師の相談（当日の希望者先着40人）
持ち物　飲み物、タオル、運動ができる服装
　11/14（木）までに電話またはメール（「糖尿病イ
ベント参加」、住所、氏名、連絡先を明記）で申込（申
込順）

フルート・ヴァイオリン・コントラバスで構成されたユ
ニット「BAB」を招き、2つのイベントを開催します。
①段ボールで一弦ギターを作ってBABと演奏しよ
う。②BABがアレンジした音楽を一緒に楽しもう。
　電話で申込（申込順)

11/23､12/7､R2/1/25
の土曜日19：30～21：00
大須賀中央公民館（西大渕）

一般
600円/人

郷土の宝である三社祭礼囃子は、250年あまりの歴
史と伝統をもつ県指定無形文化財第1号です。興味
のある方、幼いころにたたいた記憶を取り戻したい
方など、ぜひご参加ください。
持ち物　飲み物、筆記用具
　11/5(火)までに電話、FAXまたは来館で申込(月曜休館)  

11/23（土・祝）
①10：00～11：30
②14：00～15：00
吉岡彌生記念館（下土方）

①小学生10人
（保護者付き添い可）
②どなたでも
25人
参加無料

11/17（日）
①13：30～15：00
（受付13：00～）
②15：00～16：00
徳育保健センター（御所原）

どなたでも
80人
入場無料

11/16（土）10：00～14：00
掛川特別支援学校（杉谷南）

どなたでも
入場無料

11/16（土）10：00～正午
袋井市総合センター
（袋井市）

どなたでも
200人
受講無料

①「聴いて得する『麻酔』のおはなし」講師：副院長
兼麻酔科統括診療部長　山本洋子医師②「糖尿病
性腎臓病って何?」講師：院長補佐兼腎臓内科診療部
長　赤堀利行医師
　直接会場へ（先着順）

事業名 とき・ところ 対象・参加料 内容・申込方法など

　

　

世界糖尿病デー
講演会&健康チェック
　　健康医療課
（☎23-8111）
tokuiku@city.kakegawa.
shizuoka.jp

11/30（土）13：30～15：30
徳育保健センター（御所原）

どなたでも
20人
500円/人

第28回医療市民講座
　中東遠総合医療センター
（☎21-5555）

ふれあいフェスタ
　掛川特別支援学校
（☎29-6791）

児童生徒による屋台の引き回しや製品販売、作業実
演、作品展示などを行います。
　直接会場へ

11/16（土）9：30～14：00
袋井特別支援学校（袋井市）
雨天決行 

どなたでも
入場無料

光る子まつり
　袋井特別支援学校
（☎0538-43-6613）

掛川城を啓発カラーでライトアップ

今
月
の
け
っ
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）

0歳～3歳未満 
3歳～小学校修了前
（第1子、第2子） 
3歳～小学校修了前
（第3子以降） 
中学生
所得制限額以上 
※高校卒業前の子どものうち、年長者
　から第1子と数えます。

10月は臓器移植普及推進月間
静岡県腎臓バンク（☎053-435-3175）

　移植医療への理解を深めるため、10月中
の1か月、掛川城を啓発カラーの「グリーン」
でライトアップします。期間限定の掛川城を
ご覧いただき、臓器提供の意思表示について
考えるきっかけとしてください。

月額15,000円

月額10,000円

月額15,000円

月額10,000円

月額  5,000円

オリーブオイルをもっと食卓で楽しみたい、使いた
いと考えている方、料理を作りながら楽しみ方を発
見しませんか。
持ち物　エプロン、メモ帳、筆記用具
　11/20（水）までに電話、FAXまたはメールで申込
（申込順）

食卓で愉しむ
オリーブオイル料理～レッスン1～
　　農林課
（☎21-1147・FAX21-1212）
norin@city.kakegawa.
shizuoka.jp　　　

たの

音楽会の日
①一弦ギターづくり&ミ
ニコンサート
②BABコンサート
　　吉岡彌生記念館
（☎74-5566）

バ ブ

三社祭礼囃子初心者講座
(全３回)
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012・FAX48-2024）　　　

さんじゃ さいれいばや し
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各種証明書の発行を行っていた連
雀出張所の業務を、令和2年3月31日
（火）で終了します。令和2年1月から
コンビニ交付の対象が戸籍や所得・課
税証明書に拡充しますので、さらに便
利になるコンビニ交付サービスをご
利用ください。
※コンビニ交付の詳細は、11月号で
　お知らせします。　　

連雀出張所業務3月終了
　　市民課（☎21-1141）

市民のスポーツライフを支援し、地
域スポーツを振興するため、スポーツ
推進委員を募集します。委員は市が委
嘱する非常勤公務員で、現在21人が
活動しています。
主な活動内容　
•各地域・団体へのスポーツ指導
・各種ニュースポーツ教室、健康講座
　の開催
・掛川・新茶マラソンなどの市関連イ
　ベントの協力
・実技、指導力向上研修参加
任期　2年間（再任制度あり）
対象  18歳以上でスポーツ・地域貢献
に関心のある方
報酬　市の規程により手当支給
申込方法　電話で申し込み
　　

スポーツ推進委員募集
　　スポーツ振興課（☎21-1159）

市民活動に関心がある方、一緒に働
きませんか。パソコンを使える方、大
歓迎です。
募集人数　若干名
雇用期間　11月～令和2年3月31日
（年末年始・火曜日除く、年度更新）
勤務時間　1日4～5時間、週2～3日、
　夜間あり
勤務内容　利用予約受付、館内管理
勤務条件　時間給890円、夜間940円、
通勤手当なし

申込方法　10月20日（日）までに履
歴書提出で申し込み（午前9時～午
後5時、火曜日定休）　　

大須賀市民交流センター
スタッフ募集

　　大須賀市民交流センター
（☎48-1002）

下記対象者のお宅を民生委員が訪
問し、実態把握調査を行います。
生活状況を伺いながら、救急医療

情報キットの配布と地域見守り活動へ
の意思確認を行います。　　　　　
期間　11月末まで
対象者　昭和13年4月2日～昭和14
年4月1日生まれの独居・高齢者の
み世帯の方　※施設入所者は除く

　

高齢者実態把握訪問調査実施
　　長寿推進課（☎21-1142）

きんじろうくん「積小為大」健康マ
イレージの抽選応募がスタート。ポイ
ントカード内「希望賞品」欄の番号に
丸をつけてご応募ください。
応募期間　12月27日（金）まで
応募方法　市ホームページまたは応
募箱設置場所にあるチラシ参照
応募箱設置場所　徳育保健センター、
長寿推進課、各ふくしあ

雇用、年金、登記、河川、道路など、国
のサービスについて行政相談員が無
料で相談に応じます。委員は総務大臣
が委嘱する民間ボランティアで、秘密
は厳守されます。申し込みは不要。お
気軽にご相談ください。
10月相談日（各日午後1時～4時）
・11日・18日（金）市役所4階会議室
・25日（金）大須賀支所多目的ホール
（西大渕）

10月は里親月間　
各種イベント開催
　　　　

10月7日～13日　行政相談週間
困ったら気軽に相談
　 市長政策室（☎21-1123）

満65歳以上の障害者控除認定
　　福祉課（☎21-1139）

障害者手帳をお持ちでない満65歳
以上の方で、障がい者に準ずると認め
られる場合は、障害者手帳と同様に所
得税などの控除が受けられます。
認定を希望する方は、福祉課または

大東・大須賀ふくしあへ申請してくだ
さい。なお、障がい状況に変化がある
場合を除き、既に認定を受けている方
は、お持ちの認定書で引き続き控除が
受けられます。

重度心身障害者医療費助成
申請忘れていませんか？

　　福祉課（☎21-1139）

重度心身障害者医療費助成は、各種
健康保険で認められた診療を受けたと
きの自己負担の助成を受けられる制度
です。助成を受けるためには申請を行
い、受給者証の取得が必要です。
対象　・身体障害者手帳1・2級および
内部障害3級をお持ちの方

・療育手帳A判定をお持ちの方
・精神障害者保健福祉手帳1級をお持
ちの方

・特別児童扶養手当1級の支給対象児
童

※一定所得以上の方は、助成対象外と
なり、受給者証が発行されない場合
があります。また、障がい要件により
助成対象となる医療行為に制限が
設けられる場合があります。

持ち物　①対象の手帳または特別児
童扶養手当証書②保険証③本人名
義の通帳④印鑑
　　　

計量法により、取引・証明に使用さ
れる計量器（はかり）は2年に一度の
定期検査（有料）が義務づけられてい
ます。期間中に必ず検査を受けましょ
う。受検者には、検査日の10日前まで
に計量協会から通知はがきが送付さ
れます。新規に事業を始めた方やはが
きが届かない方はお問い合わせくだ
さい。
対象のはかり　
・商店や工場などで取り引きに使用
•薬局などで薬剤調合用
・荷物運送業などで荷物運賃算定用
・農業などの生産者が売買や出荷用
・学校、病院などで健康診断書の作
成用
検査期間　11月11日（月）～26日（火）
※検査日程は市ホームページにも掲
載しています。
　　　
　

　

県西部児童相談所（☎0538-37-2852）
こども希望課（☎21-1144）

さまざまな事情で家庭で養育することが難しい子どもを自分の家庭に迎え
入れ、温かい愛情と正しい理解で養育する人を「里親」と言います。

　

　

はかりの定期検査
　　産業労働政策課（☎21-1124）

市の助成基準を満たす認可外保育
施設に通園中の園児の前期(4~9月)
分保育料助成申請を受け付けます。
申請期間　10月25日（金）まで

協働保育園等保育料
助成申請始まる

　　こども希望課（☎21-1205）

　

　

市役所、支所、市指定金融機関など
のほか、コンビニエンスストアで納付
できます。口座振替の方は残高をご確
認ください。

市県民税第3期、国民健康保険税
第4期納期限は11月5日（火）

　　納税課（☎21-1206）

～納税は口座振替が便利です～～納税は口座振替が便利です～

　
　

ファミリー・サポート・センターでは、
子育てを応援する健康で子どもが好
きな方を募集しています。資格は問い
ませんが、講習の受講が必要です(託
児あり)。
応募方法　事前に市役所1階こども希
望課で会員登録をしてください。
応募締切　10月29日（火）
とき　11月8日（金）・12日（火）・15日
（金）・19日（火）・25日（月）の5日
間(24時間程度)のほか2時間程度
の託児実習があります。

ところ　あいり～な会議室(掛川)ほか
※子育てを応援してほしい依頼会員
も随時募集しています。

　

ファミリー・サポート・センター
提供会員募集

　　こども希望課（☎21-1144）

健康マイレージ応募開始
　　健康医療課（☎23-8111）

北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）
（有）松井管工 （☎23-0581）
（株）マツイ健設 （☎23-8691）
協和水道（株） （☎26-1331）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）
（株）掛川水道設備 （☎24-8055）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）
（有）諸星配管 （☎22-2975）
（株）トダックス （☎26-2161）
（有）松井管工 （☎23-0581）
（株）マツイ健設 （☎23-8691）
協和水道（株） （☎26-1331）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）

（有）大澄設備 （☎48-4476）
（有）北端工務店 （☎74-2445）
（有）三久配管 （☎090-5118-3125）
シンワ設備（株） （☎24-3322）
（有）静管興業　　 （☎72-4705）
（有）土屋設備　　 （☎48-2093）
綱取管興 （☎48-2004）
（有）林配管 （☎72-5515）
（有）豊設備 （☎72-5630）
（有）浅岡管興 （☎48-4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （☎74-3340）
（有）大城配管 （☎72-4685）
（有）大澄設備 （☎48-4476）

 10/ 5 （土）
  6 （日）
  12 （土）
  13 （日）
  14 （月・祝）
  19 （土）
  20 （日）
  22 （火・祝）
  26 （土）
  27 （日）
 11/ 2 （土）
  3 （日・祝）
  4 （月・振）

 10/ 5 （土）
  6 （日）
  12 （土）
  13 （日）
  14 （月・祝）
  19 （土）
  20 （日）
  22 （火・祝）
  26 （土）
  27 （日）
 11/ 2 （土）
  3 （日・祝）
  4 （月・振）

※宅地内の水道修理は有料です。 問水道課（☎21-1717）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 10/5～11/4

里親相談会
　里親制度の普及･啓発のため、相
談会を行います。
とき　10月16日（水）午後2時～4時
ところ　市役所1階相談室
内容　関心のある方に対し、制度を
説明します。
申込方法　直接会場へお越しくだ
さい。

※10月15日(火)までの電話申し込
みで個別相談も可能です。

1日里親イベント
児童施設の子どもたちとの交流

を通じて、制度の理解を深めます。
とき　10月27日（日）午前10時～
午後3時30分

ところ　向笠交流センター（磐田市）
内容　レクリエーションなど予定。
　終了後、希望者対象に里親会員
などとの座談会もあります。
費用　参加無料（昼食付き）
申込方法  10月16日（水）までに電
話で申し込み

がん検診、受け忘れていませんか？
健康医療課（☎23-8111）

6月から行われている市の検診は、一部婦人科検診や大腸がん検診およ
び特定健診・がん検診同時実施を除き、11月に終了します。受診票（大腸が
ん検診の場合は検査容器）をお持ちの方で、まだ受診されていない方は、
期間内に受診しましょう。
　なお、今年度の検診申し込み受け付けは終了しました。
令和2年度の申し込みは令和2年1月から受け付けを開始
します。
※各検診日程は二次元コードからご確認ください。

令和元年9月1日現在の申出額
 区分 件数 金額（円）
 個人 321 8,160,740
 法人 486 252,776,627
 団体 319 11,450,390
 合計 1,126 272,387,757

地震・津波対策寄付金
多くのご支援

ありがとうございます
　危機管理課（☎21-1131）

みなさんからいただいた寄付
金の最新情報などは、二次元
コードもしくは市ホームページ
下部の「注目ページ」からご覧
いただけます。
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各種証明書の発行を行っていた連
雀出張所の業務を、令和2年3月31日
（火）で終了します。令和2年1月から
コンビニ交付の対象が戸籍や所得・課
税証明書に拡充しますので、さらに便
利になるコンビニ交付サービスをご
利用ください。
※コンビニ交付の詳細は、11月号で
　お知らせします。　　

連雀出張所業務3月終了
　　市民課（☎21-1141）

市民のスポーツライフを支援し、地
域スポーツを振興するため、スポーツ
推進委員を募集します。委員は市が委
嘱する非常勤公務員で、現在21人が
活動しています。
主な活動内容　
•各地域・団体へのスポーツ指導
・各種ニュースポーツ教室、健康講座
　の開催
・掛川・新茶マラソンなどの市関連イ
　ベントの協力
・実技、指導力向上研修参加
任期　2年間（再任制度あり）
対象  18歳以上でスポーツ・地域貢献
に関心のある方
報酬　市の規程により手当支給
申込方法　電話で申し込み
　　

スポーツ推進委員募集
　　スポーツ振興課（☎21-1159）

市民活動に関心がある方、一緒に働
きませんか。パソコンを使える方、大
歓迎です。
募集人数　若干名
雇用期間　11月～令和2年3月31日
（年末年始・火曜日除く、年度更新）
勤務時間　1日4～5時間、週2～3日、
　夜間あり
勤務内容　利用予約受付、館内管理
勤務条件　時間給890円、夜間940円、
通勤手当なし

申込方法　10月20日（日）までに履
歴書提出で申し込み（午前9時～午
後5時、火曜日定休）　　

大須賀市民交流センター
スタッフ募集

　　大須賀市民交流センター
（☎48-1002）

下記対象者のお宅を民生委員が訪
問し、実態把握調査を行います。
生活状況を伺いながら、救急医療

情報キットの配布と地域見守り活動へ
の意思確認を行います。　　　　　
期間　11月末まで
対象者　昭和13年4月2日～昭和14
年4月1日生まれの独居・高齢者の
み世帯の方　※施設入所者は除く

　

高齢者実態把握訪問調査実施
　　長寿推進課（☎21-1142）

きんじろうくん「積小為大」健康マ
イレージの抽選応募がスタート。ポイ
ントカード内「希望賞品」欄の番号に
丸をつけてご応募ください。
応募期間　12月27日（金）まで
応募方法　市ホームページまたは応
募箱設置場所にあるチラシ参照
応募箱設置場所　徳育保健センター、
長寿推進課、各ふくしあ

雇用、年金、登記、河川、道路など、国
のサービスについて行政相談員が無
料で相談に応じます。委員は総務大臣
が委嘱する民間ボランティアで、秘密
は厳守されます。申し込みは不要。お
気軽にご相談ください。
10月相談日（各日午後1時～4時）
・11日・18日（金）市役所4階会議室
・25日（金）大須賀支所多目的ホール
（西大渕）

10月は里親月間　
各種イベント開催
　　　　

10月7日～13日　行政相談週間
困ったら気軽に相談
　 市長政策室（☎21-1123）

満65歳以上の障害者控除認定
　　福祉課（☎21-1139）

障害者手帳をお持ちでない満65歳
以上の方で、障がい者に準ずると認め
られる場合は、障害者手帳と同様に所
得税などの控除が受けられます。
認定を希望する方は、福祉課または

大東・大須賀ふくしあへ申請してくだ
さい。なお、障がい状況に変化がある
場合を除き、既に認定を受けている方
は、お持ちの認定書で引き続き控除が
受けられます。

重度心身障害者医療費助成
申請忘れていませんか？

　　福祉課（☎21-1139）

重度心身障害者医療費助成は、各種
健康保険で認められた診療を受けたと
きの自己負担の助成を受けられる制度
です。助成を受けるためには申請を行
い、受給者証の取得が必要です。
対象　・身体障害者手帳1・2級および
内部障害3級をお持ちの方

・療育手帳A判定をお持ちの方
・精神障害者保健福祉手帳1級をお持
ちの方

・特別児童扶養手当1級の支給対象児
童

※一定所得以上の方は、助成対象外と
なり、受給者証が発行されない場合
があります。また、障がい要件により
助成対象となる医療行為に制限が
設けられる場合があります。

持ち物　①対象の手帳または特別児
童扶養手当証書②保険証③本人名
義の通帳④印鑑
　　　

計量法により、取引・証明に使用さ
れる計量器（はかり）は2年に一度の
定期検査（有料）が義務づけられてい
ます。期間中に必ず検査を受けましょ
う。受検者には、検査日の10日前まで
に計量協会から通知はがきが送付さ
れます。新規に事業を始めた方やはが
きが届かない方はお問い合わせくだ
さい。
対象のはかり　
・商店や工場などで取り引きに使用
•薬局などで薬剤調合用
・荷物運送業などで荷物運賃算定用
・農業などの生産者が売買や出荷用
・学校、病院などで健康診断書の作
成用
検査期間　11月11日（月）～26日（火）
※検査日程は市ホームページにも掲
載しています。
　　　
　

　

県西部児童相談所（☎0538-37-2852）
こども希望課（☎21-1144）

さまざまな事情で家庭で養育することが難しい子どもを自分の家庭に迎え
入れ、温かい愛情と正しい理解で養育する人を「里親」と言います。

　

　

はかりの定期検査
　　産業労働政策課（☎21-1124）

市の助成基準を満たす認可外保育
施設に通園中の園児の前期(4~9月)
分保育料助成申請を受け付けます。
申請期間　10月25日（金）まで

協働保育園等保育料
助成申請始まる

　　こども希望課（☎21-1205）

　

　

市役所、支所、市指定金融機関など
のほか、コンビニエンスストアで納付
できます。口座振替の方は残高をご確
認ください。

市県民税第3期、国民健康保険税
第4期納期限は11月5日（火）

　　納税課（☎21-1206）

～納税は口座振替が便利です～～納税は口座振替が便利です～

　
　

ファミリー・サポート・センターでは、
子育てを応援する健康で子どもが好
きな方を募集しています。資格は問い
ませんが、講習の受講が必要です(託
児あり)。
応募方法　事前に市役所1階こども希
望課で会員登録をしてください。
応募締切　10月29日（火）
とき　11月8日（金）・12日（火）・15日
（金）・19日（火）・25日（月）の5日
間(24時間程度)のほか2時間程度
の託児実習があります。

ところ　あいり～な会議室(掛川)ほか
※子育てを応援してほしい依頼会員
も随時募集しています。

　

ファミリー・サポート・センター
提供会員募集

　　こども希望課（☎21-1144）

健康マイレージ応募開始
　　健康医療課（☎23-8111）

北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）
（有）松井管工 （☎23-0581）
（株）マツイ健設 （☎23-8691）
協和水道（株） （☎26-1331）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）
（株）掛川水道設備 （☎24-8055）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）
（有）諸星配管 （☎22-2975）
（株）トダックス （☎26-2161）
（有）松井管工 （☎23-0581）
（株）マツイ健設 （☎23-8691）
協和水道（株） （☎26-1331）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）

（有）大澄設備 （☎48-4476）
（有）北端工務店 （☎74-2445）
（有）三久配管 （☎090-5118-3125）
シンワ設備（株） （☎24-3322）
（有）静管興業　　 （☎72-4705）
（有）土屋設備　　 （☎48-2093）
綱取管興 （☎48-2004）
（有）林配管 （☎72-5515）
（有）豊設備 （☎72-5630）
（有）浅岡管興 （☎48-4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （☎74-3340）
（有）大城配管 （☎72-4685）
（有）大澄設備 （☎48-4476）

 10/ 5 （土）
  6 （日）
  12 （土）
  13 （日）
  14 （月・祝）
  19 （土）
  20 （日）
  22 （火・祝）
  26 （土）
  27 （日）
 11/ 2 （土）
  3 （日・祝）
  4 （月・振）

 10/ 5 （土）
  6 （日）
  12 （土）
  13 （日）
  14 （月・祝）
  19 （土）
  20 （日）
  22 （火・祝）
  26 （土）
  27 （日）
 11/ 2 （土）
  3 （日・祝）
  4 （月・振）

※宅地内の水道修理は有料です。 問水道課（☎21-1717）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 10/5～11/4

里親相談会
　里親制度の普及･啓発のため、相
談会を行います。
とき　10月16日（水）午後2時～4時
ところ　市役所1階相談室
内容　関心のある方に対し、制度を
説明します。
申込方法　直接会場へお越しくだ
さい。

※10月15日(火)までの電話申し込
みで個別相談も可能です。

1日里親イベント
児童施設の子どもたちとの交流

を通じて、制度の理解を深めます。
とき　10月27日（日）午前10時～
午後3時30分

ところ　向笠交流センター（磐田市）
内容　レクリエーションなど予定。
　終了後、希望者対象に里親会員
などとの座談会もあります。
費用　参加無料（昼食付き）
申込方法  10月16日（水）までに電
話で申し込み

がん検診、受け忘れていませんか？
健康医療課（☎23-8111）

6月から行われている市の検診は、一部婦人科検診や大腸がん検診およ
び特定健診・がん検診同時実施を除き、11月に終了します。受診票（大腸が
ん検診の場合は検査容器）をお持ちの方で、まだ受診されていない方は、
期間内に受診しましょう。
　なお、今年度の検診申し込み受け付けは終了しました。
令和2年度の申し込みは令和2年1月から受け付けを開始
します。
※各検診日程は二次元コードからご確認ください。

令和元年9月1日現在の申出額
 区分 件数 金額（円）
 個人 321 8,160,740
 法人 486 252,776,627
 団体 319 11,450,390
 合計 1,126 272,387,757

地震・津波対策寄付金
多くのご支援

ありがとうございます
　危機管理課（☎21-1131）

みなさんからいただいた寄付
金の最新情報などは、二次元
コードもしくは市ホームページ
下部の「注目ページ」からご覧
いただけます。



市ホームページ「広報かけがわ」PDF版では、フォトニュースをカラーでご覧いただけます。
また、広報プラスONE、市公式facebookでは掲載されていない記事も紹介しています。

▲スポーツ義足を装着して歩行を試みる児童たち

▲大石産業経済部長（右）より委嘱書を受け取る委員たち

9/4

原谷・原田小学校の5・6年生98人が、原谷
小体育館でスポーツ義足の体験授業を受講しま
した。パラリンピック陸上400㍍日本記録保持
者の池田樹生さんが講師。児童らはスポーツ義
足の素材などの説明を聞き、続いて実際に装着
してマット上での歩行を体験しました。児童ら
はバランスの保持に悪戦苦闘。障がい者スポー
ツやバリアフリーへの理解を深めました。

▲松井市長（左）から委嘱書を受け取る委員たち

8/26

市は、森林環境譲与税の具体的な活用方法
などを検討する「森林経営管理推進協議会」の
初会合を開き、林業関係者や企業、市民の代表
10人を委員に委嘱しました。適切に管理され
ていない森林や林業の担い手不足などの課題に
対して譲与税を使った整備策などを協議するほ
か、市町村では全国初となる譲与税活用ガイド
ラインを作成します。

森林適正管理に向け初会合
譲与税の活用方法など検討　

9/5 公共施設適正配置を審議
第5期行革審委員委嘱

▲松井市長（左）に報告する小島さん（右）と大井川さん

8月に行われた「全日本ジュニアテニス選手
権」で西郷小学校6年生の小島詠さんと浜松市
立和地小学校6年生の大井川鈴奈さんが、12歳
以下女子ダブルスで準優勝し、松井市長に報告
しました。3年生からペアを組み、互いのプ
レーを熟知する2人。息の合ったコンビネー
ションで決勝まで戦い抜きました。2人は「悔
しさより喜びが大きい」と笑顔を見せました。

市は、公共施設の最適かつ持続的な管理方
法などを審議する「第5期行財政改革審議会」
を令和元年度初めて開催。学識経験者や農業協
同組合、税理士、地域の代表者など8人を委員
に委嘱しました。小松尚会長は「削減や再編は
暗い話題と思われがち。次世代にきちんと残し
ていくため前向きに議論したい」と決意を述べ
ました。

▲今年新調した祢里をさっそく引き回す
新屋町の子どもたち

▲いとくり通りを舞台に踊りを披露する地域の住民たち

8/24 ダンスでにぎわい創出
ストリートパフォーマンス

▲補助レールを使ってボールを投げる参加者（中央）

8/17 重症心身障がい児者ら
ボッチャ大会で交流深める8/23 息合ったコンビで全国2位

小島さんが喜び報告

大坂地区の商店街やコミュニティ公園など
で「商工祭&ふれ愛・いとくり通りストリート
パフォーマンス」（掛川みなみ商工会・市主
催）が開かれ、多くの家族連れでにぎわいまし
た。辺り一帯を歩行者天国にした会場各所では、
市内を中心に参加した約40団体が、ダンスや
盆踊り、吹奏楽などのパフォーマンスを繰り広
げ、イベントを盛り上げました。

▲協定書を交わす松井市長（左）と落合正和専務理事 　

9/5 多言語で観光・災害情報提供
市とモバイル財団協定締結

中東遠圏域自立支援協議会重心部会（白井
眞美部会長）は、重症心身障がい児者が地域と
共生していくため、地域の理解や、関係者らの
交流を深めることを目的に「さんりーな」で
ボッチャ大会を行いました。
重症心身障がい児者やその家族ら66人が参
加し、パラリンピックの正式種目のボッチャで
交流を深めました。

うた

バランス保持に悪戦苦闘
原谷・原田小で義足体験

中学生ら威勢よく
伝統行事「ちいねり」9/14・15

中学生以下の
子どもたちだけ
で祢里を引き回
す横須賀地区伝
統の行事「ちい
ねり」が、遠州
横須賀街道沿い
で行われました。
参加するのは

同地区14町の子
どもたち。明治
時代から続くと
いわれるこのお
祭りは、準備や
太鼓の指導、当
日の運行までを
中学生が取りし
きります。

 子どもたちはおそろいの法被を身にまとい、
「シタッ、シタッ」の威勢のいいかけ声ととも
に祢里を引き回しました。

市と多言語観光情報サイト「Guidoor」を運
営するモバイルスマートタウン推進財団（志太
勤代表理事）は、増加する訪日外国人客に観光
情報を提供するため、インバウンド観光推進に
関するパートナーシップ協定を締結しました。
携帯端末で二次元コードを読み込むと
市内観光施設やイベント情報、災害時
の避難所などを8か国語で閲覧できます。

ガ イ ド ア

ね り
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市ホームページ「広報かけがわ」PDF版では、フォトニュースをカラーでご覧いただけます。
また、広報プラスONE、市公式facebookでは掲載されていない記事も紹介しています。

▲スポーツ義足を装着して歩行を試みる児童たち

▲大石産業経済部長（右）より委嘱書を受け取る委員たち

9/4

原谷・原田小学校の5・6年生98人が、原谷
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してマット上での歩行を体験しました。児童ら
はバランスの保持に悪戦苦闘。障がい者スポー
ツやバリアフリーへの理解を深めました。

▲松井市長（左）から委嘱書を受け取る委員たち

8/26

市は、森林環境譲与税の具体的な活用方法
などを検討する「森林経営管理推進協議会」の
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対して譲与税を使った整備策などを協議するほ
か、市町村では全国初となる譲与税活用ガイド
ラインを作成します。

森林適正管理に向け初会合
譲与税の活用方法など検討　

9/5 公共施設適正配置を審議
第5期行革審委員委嘱

▲松井市長（左）に報告する小島さん（右）と大井川さん
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市とモバイル財団協定締結

中東遠圏域自立支援協議会重心部会（白井
眞美部会長）は、重症心身障がい児者が地域と
共生していくため、地域の理解や、関係者らの
交流を深めることを目的に「さんりーな」で
ボッチャ大会を行いました。
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どもたち。明治
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関するパートナーシップ協定を締結しました。
携帯端末で二次元コードを読み込むと
市内観光施設やイベント情報、災害時
の避難所などを8か国語で閲覧できます。
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10
・
11
月
ごみの休日受け入れ
　環境資源ギャラリー（☎23-2273）
と　き 10/12（土）・27（日）、11/9（土）・24（日）
 9：00～11：30

住民基本台帳人口 117,964人 （－14） 59,123人 （－38） 58,841人 （+24） 45,481 （+40）
 日本人 113,335人 （－59） 56,895人 （－41） 56,440人 （－18） 43,035 （±  0）
 外国人 4,629人 （+45）   2,228人 （+  3）   2,401人 （+42）   2,446 （+40）

人数世帯数（前月からの増減） 男 女 世帯数

二次元コード
携帯電話webサイト
「モバイル掛川」

■市の人口（9月1日現在）

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　10/25（金）、11/26（火）13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　11/19（火）9：15～16：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。

つ
い
に
エ
コ
パ
で
世
界
最
高
峰
の

戦
い
が
始
ま
り
ま
す
。
1
年
前
は

「
ラ
グ
ビ
ー
の
ル
ー
ル
は
分
か
ら
な

い
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
し
た

が
、
最
近
で
は
居
酒
屋
な
ど
で
ラ
グ

ビ
ー
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
。

開
幕
に
向
け
、
機
運
が
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
す
ね
。
私
た
ち
は
試
合
会
場

以
外
で
フ
ァ
ン
の
様
子
な
ど
を
取
材

し
ま
す
。
「
一
生
に
一
度
」
の
試
合

観
戦
が
で
き
な
い
の
は
残
念
で
す
が
、

そ
の
分
、
市
内
の
盛
り
上
が
り
を
リ

ア
ル
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
ま
す
! 

※
9
月
18
日
現
在

　

  

（
湯
）

本格商売体験で将来の起業に期待

だ
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

7
月
か
ら
始
ま
っ
た
事
業
に
は
、

市
内
の
小
学
5
・
6
年
生
40
人
が
参

加
。
5
人
1
組
の
チ
ー
ム
に
部
員
2

人
が
支
援
者
と
し
て
入
り
、
11
月
3

日
の
商
工
ま
つ
り
本
番
に
向
け
、
計

画
を
練
り
ま
す
。
融
資
獲
得
の
プ
レ

ゼ
ン
で
は
銀
行
員
に
ふ
ん
す
る
部
員

が
事
業
計
画
書
を
審
査
。
厳
し
い
質

問
や
指
摘
を
突
き
つ
け
、
資
金
を
得

る
難
し
さ
を
教
え
ま
す
。
「
子
ど
も

た
ち
は
悩
ん
で
、
ぶ
つ
か
っ
て
、
失

敗
し
て
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
身
も

心
も
成
長
す
る
。
こ
の
経
験
は
、
大

き
な
自
信
に
な
る
」
と
話
し
ま
す
。

1
期
生
が
22
歳
と
な
っ
た
現
在
、

ジ
ュ
ニ
エ
コ
卒
業
生
が
起
業
す
る
日

も
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
藤
田
さ

ん
は
「
体
験
を
生
か
し
、
将
来
、
掛

川
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
期
待

を
込
め
ま
し
た
。

藤田亜矢さん商工会議所YEGジュニエコ委員長

年前に掛川で就職し、10
年前から自身で飲食店を

営む藤田さんは磐田市在住。子ど
もたちに取り引き先や客などへ感
謝することの大切さを伝えている
うちに「自分自身も初心に返るこ
とができた」と話します。

20

子
ど
も
た
ち
が
み
ず
か
ら
企
画
し

た
事
業
計
画
書
を
基
に
、
仮
想
の
株

式
会
社
を
起
業
し
、
仕
入
れ
か
ら
販

売
ま
で
の
商
売
を
体
験
す
る
ジ
ュ
ニ

ア
エ
コ
ノ
ミ
ー
カ
レ
ッ
ジ
、
通
称

ジ
ュ
ニ
エ
コ
。
10
年
目
を
迎
え
た
同

事
業
を
指
揮
す
る
掛
川
商
工
会
議
所

青
年
部
（
Y
E
G
）
の
藤
田
亜
矢
さ

ん
は
、
今
年
4
月
に
ジ
ュ
ニ
エ
コ
委

員
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
青
年
部
の

主
要
事
業
で
あ
り
、
10
周
年
記
念
の

大
役
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が

ら
も
、
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
快
諾
し
ま

し
た
。

ジ
ュ
ニ
エ
コ
と
の
出
会
い
は
約
8

年
前
。
青
年
部
加
入
を
検
討
し
て
い

る
と
き
、
事
業
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

動
画
や
資
料
を
見
て
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
当
時
、
小
学
生
の
子
が
い
た

た
め
「
学
校
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き

な
い
本
格
的
な
起
業
体
験
が
魅
的

きんじろうくん

53

▲案内所入り口で山下理事長（左）・平松副理事長と

澄
み
渡
る
高
い
空
と
風
が
吹
き
抜

け
る
水
田
、
赤
と
ん
ぼ
の
群
れ
と
金

色
に
輝
く
稲
穂
。
そ
ん
な
ど
こ
か
懐

か
し
い
風
景
の
な
か
に
「
と
う
も
ん

の
里
総
合
案
内
所
」
は
あ
り
ま
す
。

「
と
う
も
ん
」
は
稲
面
や
田
面
に

由
来
し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
こ
の
地

域
一
帯
に
広
が
る
農
村
地
域
の
情
報

発
信
拠
点
と
し
て
平
成
19
年
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

運
営
は
N
P
O
法
人
と
う
も
ん
の

会
。
農
産
物
の
直
売
や
食
文
化
の
伝

承
、
農
業
体
験
、
自
然
観
察
会
の
開

催
な
ど
、
そ
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。
農
村
の
景
観
や
自
然
、
伝

統
や
文
化
な
ど
の
魅
力
を
発
信
す
る

た
お
も

こ
と
で
そ
れ
ら
の
保
全
や
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
、
後
世
に
継
承
し
て
い

く
こ
と
が
目
的
。
平
成
28
年
度
か
ら

は
静
岡
大
学
地
域
創
造
学
環
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
受
け
入
れ
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
に
こ
の
地
域
の
魅
力
を

肌
で
感
じ
て
も
ら
い
た
い
思
い
で
、

学
生
た
ち
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

5
月
か
ら
理
事
長
に
就
任
し
た
山

下
み
さ
お
さ
ん
は
「
美
し
い
田
園
風

景
と
と
も
に
、
地
域
の
暮
ら
し
や
そ

こ
に
住
む
人
々
の
生
き
が
い
を
守
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
ふ
る
さ

と
の
継
承
を
、
と
う
も
ん
の
里
が
見

守
っ
て
い
ま
す
。
　
　

山崎地区
南遠州とうもんの里 総合案内所
　美しい田園風景や地域の文化を
未来の子どもたちへ

家庭の防災対策や海岸防災林強化に活用

地震･津波対策
募金活動にご協力を
　　危機管理課（☎21-1131･FAX21-1168）
kotu-bosai@city.kakegawa.shizuoka.jp

静
岡
県
第
4
次
地
震
被
害
想
定
で

は
、
震
度
7
、
津
波
高
が
13
㍍
に
達

す
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
り
、

市
内
で
の
死
者
は
約
8
0
0
人
、
建

物
の
40
%
に
あ
た
る
約
2
万

1
0
0
0
棟
が
全
壊
す
る
と
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
は
、
こ
の
死
者
を
ゼ
ロ
に
す
る

た
め
、
市
民
、
地
域
、
企
業
、
市
民

活
動
団
体
、
行
政
が
協
働
し
て
防
災

全
国
各
地
で
大
規
模
災
害

減
災
対
策
の
推
進
は
急
務

防
災
意
識
の
醸
成
と
早
急
な
防
災
対
策
へ
の
機
運
を
高
め
る
た
め
、
掛
川
市
地

震
・
津
波
対
策
寄
付
金
推
進
委
員
会
（
中
村
隆
哉
委
員
長
）
と
市
は
、
3
億
円

を
目
標
に
市
民
、
自
治
会
、
企
業
、
団
体
と
連
携
し
て
募
金
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
約
2
億
7
千
6
百
万
円
も
の
善
意
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
き
ま

し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
以
降
も
、

熊
本
県
や
北
海
道
な
ど
、
全
国
各
地

で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
は
急
務

で
す
。
少
し
の
善
意
の
積
み
重
ね
が
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

り
ま
す
。

寄
付
金
は
「
地
震
・
津
波
対
策
整

備
基
金
」
に
積
み
立
て
ら
れ
、
国
や

県
の
補
助
金
な
ど
と
併
せ
て
、
一
般

家
庭
の
防
災
対
策
や
海
岸
防
災
林
強

化
事
業
「
潮
騒
の
杜
づ
く
り
」
な
ど

に
約
1
億
6
千
7
百
万
円
が
活
用
さ

れ
ま
し
た
。

寄
付
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

役
所
1
階
総
合
案
内
、
大
東
・
大
須

賀
支
所
に
備
え
て
あ
る
申
込
書
に
記

入
し
、
郵
送
、
F
A
X
、
窓
口
持
参

の
い
ず
れ
か
で
お
願
い
し
ま
す
。
寄

付
金
は
税
金
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

約
1
億
6
千
7
百
万
円
活
用

寄
付
金
は
税
金
控
除
の
対
象
に

１ 木造住宅の耐震化補助／２ 海岸防災
林の強化整備／３  家具の転倒防止など／
4 防災ベッド・シェルター設置補助

1

2 3

4

し
お  

さ
い

も
り

と
う
も
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10
・
11
月
ごみの休日受け入れ
　環境資源ギャラリー（☎23-2273）
と　き 10/12（土）・27（日）、11/9（土）・24（日）
 9：00～11：30

住民基本台帳人口 117,964人 （－14） 59,123人 （－38） 58,841人 （+24） 45,481 （+40）
 日本人 113,335人 （－59） 56,895人 （－41） 56,440人 （－18） 43,035 （±  0）
 外国人 4,629人 （+45）   2,228人 （+  3）   2,401人 （+42）   2,446 （+40）

人数世帯数（前月からの増減） 男 女 世帯数

二次元コード
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「モバイル掛川」

■市の人口（9月1日現在）
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　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　10/25（金）、11/26（火）13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　11/19（火）9：15～16：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。

つ
い
に
エ
コ
パ
で
世
界
最
高
峰
の

戦
い
が
始
ま
り
ま
す
。
1
年
前
は

「
ラ
グ
ビ
ー
の
ル
ー
ル
は
分
か
ら
な

い
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
き
ま
し
た

が
、
最
近
で
は
居
酒
屋
な
ど
で
ラ
グ

ビ
ー
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
。

開
幕
に
向
け
、
機
運
が
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
す
ね
。
私
た
ち
は
試
合
会
場

以
外
で
フ
ァ
ン
の
様
子
な
ど
を
取
材

し
ま
す
。
「
一
生
に
一
度
」
の
試
合

観
戦
が
で
き
な
い
の
は
残
念
で
す
が
、

そ
の
分
、
市
内
の
盛
り
上
が
り
を
リ

ア
ル
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
ま
す
! 

※
9
月
18
日
現
在

　

  

（
湯
）

本格商売体験で将来の起業に期待

だ
っ
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

7
月
か
ら
始
ま
っ
た
事
業
に
は
、

市
内
の
小
学
5
・
6
年
生
40
人
が
参

加
。
5
人
1
組
の
チ
ー
ム
に
部
員
2

人
が
支
援
者
と
し
て
入
り
、
11
月
3

日
の
商
工
ま
つ
り
本
番
に
向
け
、
計

画
を
練
り
ま
す
。
融
資
獲
得
の
プ
レ

ゼ
ン
で
は
銀
行
員
に
ふ
ん
す
る
部
員

が
事
業
計
画
書
を
審
査
。
厳
し
い
質

問
や
指
摘
を
突
き
つ
け
、
資
金
を
得

る
難
し
さ
を
教
え
ま
す
。
「
子
ど
も

た
ち
は
悩
ん
で
、
ぶ
つ
か
っ
て
、
失

敗
し
て
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
身
も

心
も
成
長
す
る
。
こ
の
経
験
は
、
大

き
な
自
信
に
な
る
」
と
話
し
ま
す
。

1
期
生
が
22
歳
と
な
っ
た
現
在
、

ジ
ュ
ニ
エ
コ
卒
業
生
が
起
業
す
る
日

も
近
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
藤
田
さ

ん
は
「
体
験
を
生
か
し
、
将
来
、
掛

川
を
盛
り
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
期
待

を
込
め
ま
し
た
。

藤田亜矢さん商工会議所YEGジュニエコ委員長

年前に掛川で就職し、10
年前から自身で飲食店を

営む藤田さんは磐田市在住。子ど
もたちに取り引き先や客などへ感
謝することの大切さを伝えている
うちに「自分自身も初心に返るこ
とができた」と話します。

20

子
ど
も
た
ち
が
み
ず
か
ら
企
画
し

た
事
業
計
画
書
を
基
に
、
仮
想
の
株

式
会
社
を
起
業
し
、
仕
入
れ
か
ら
販

売
ま
で
の
商
売
を
体
験
す
る
ジ
ュ
ニ

ア
エ
コ
ノ
ミ
ー
カ
レ
ッ
ジ
、
通
称

ジ
ュ
ニ
エ
コ
。
10
年
目
を
迎
え
た
同

事
業
を
指
揮
す
る
掛
川
商
工
会
議
所

青
年
部
（
Y
E
G
）
の
藤
田
亜
矢
さ

ん
は
、
今
年
4
月
に
ジ
ュ
ニ
エ
コ
委

員
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
青
年
部
の

主
要
事
業
で
あ
り
、
10
周
年
記
念
の

大
役
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
な
が

ら
も
、
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
快
諾
し
ま

し
た
。

ジ
ュ
ニ
エ
コ
と
の
出
会
い
は
約
8

年
前
。
青
年
部
加
入
を
検
討
し
て
い

る
と
き
、
事
業
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

動
画
や
資
料
を
見
て
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。
当
時
、
小
学
生
の
子
が
い
た

た
め
「
学
校
で
は
学
ぶ
こ
と
の
で
き

な
い
本
格
的
な
起
業
体
験
が
魅
的

きんじろうくん

53

▲案内所入り口で山下理事長（左）・平松副理事長と

澄
み
渡
る
高
い
空
と
風
が
吹
き
抜

け
る
水
田
、
赤
と
ん
ぼ
の
群
れ
と
金

色
に
輝
く
稲
穂
。
そ
ん
な
ど
こ
か
懐

か
し
い
風
景
の
な
か
に
「
と
う
も
ん

の
里
総
合
案
内
所
」
は
あ
り
ま
す
。

「
と
う
も
ん
」
は
稲
面
や
田
面
に

由
来
し
て
い
る
と
言
わ
れ
、
こ
の
地

域
一
帯
に
広
が
る
農
村
地
域
の
情
報

発
信
拠
点
と
し
て
平
成
19
年
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

運
営
は
N
P
O
法
人
と
う
も
ん
の

会
。
農
産
物
の
直
売
や
食
文
化
の
伝

承
、
農
業
体
験
、
自
然
観
察
会
の
開

催
な
ど
、
そ
の
活
動
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。
農
村
の
景
観
や
自
然
、
伝

統
や
文
化
な
ど
の
魅
力
を
発
信
す
る

た
お
も

こ
と
で
そ
れ
ら
の
保
全
や
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
、
後
世
に
継
承
し
て
い

く
こ
と
が
目
的
。
平
成
28
年
度
か
ら

は
静
岡
大
学
地
域
創
造
学
環
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
受
け
入
れ
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
に
こ
の
地
域
の
魅
力
を

肌
で
感
じ
て
も
ら
い
た
い
思
い
で
、

学
生
た
ち
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

5
月
か
ら
理
事
長
に
就
任
し
た
山

下
み
さ
お
さ
ん
は
「
美
し
い
田
園
風

景
と
と
も
に
、
地
域
の
暮
ら
し
や
そ

こ
に
住
む
人
々
の
生
き
が
い
を
守
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
ふ
る
さ

と
の
継
承
を
、
と
う
も
ん
の
里
が
見

守
っ
て
い
ま
す
。
　
　

山崎地区
南遠州とうもんの里 総合案内所
　美しい田園風景や地域の文化を
未来の子どもたちへ

家庭の防災対策や海岸防災林強化に活用

地震･津波対策
募金活動にご協力を
　　危機管理課（☎21-1131･FAX21-1168）
kotu-bosai@city.kakegawa.shizuoka.jp

静
岡
県
第
4
次
地
震
被
害
想
定
で

は
、
震
度
7
、
津
波
高
が
13
㍍
に
達

す
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
よ
り
、

市
内
で
の
死
者
は
約
8
0
0
人
、
建

物
の
40
%
に
あ
た
る
約
2
万

1
0
0
0
棟
が
全
壊
す
る
と
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
は
、
こ
の
死
者
を
ゼ
ロ
に
す
る

た
め
、
市
民
、
地
域
、
企
業
、
市
民

活
動
団
体
、
行
政
が
協
働
し
て
防
災

全
国
各
地
で
大
規
模
災
害

減
災
対
策
の
推
進
は
急
務

防
災
意
識
の
醸
成
と
早
急
な
防
災
対
策
へ
の
機
運
を
高
め
る
た
め
、
掛
川
市
地

震
・
津
波
対
策
寄
付
金
推
進
委
員
会
（
中
村
隆
哉
委
員
長
）
と
市
は
、
3
億
円

を
目
標
に
市
民
、
自
治
会
、
企
業
、
団
体
と
連
携
し
て
募
金
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
約
2
億
7
千
6
百
万
円
も
の
善
意
を
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
っ
て
き
ま

し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
以
降
も
、

熊
本
県
や
北
海
道
な
ど
、
全
国
各
地

で
大
規
模
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
は
急
務

で
す
。
少
し
の
善
意
の
積
み
重
ね
が
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が

り
ま
す
。

寄
付
金
は
「
地
震
・
津
波
対
策
整

備
基
金
」
に
積
み
立
て
ら
れ
、
国
や

県
の
補
助
金
な
ど
と
併
せ
て
、
一
般

家
庭
の
防
災
対
策
や
海
岸
防
災
林
強

化
事
業
「
潮
騒
の
杜
づ
く
り
」
な
ど

に
約
1
億
6
千
7
百
万
円
が
活
用
さ

れ
ま
し
た
。

寄
付
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市

役
所
1
階
総
合
案
内
、
大
東
・
大
須

賀
支
所
に
備
え
て
あ
る
申
込
書
に
記

入
し
、
郵
送
、
F
A
X
、
窓
口
持
参

の
い
ず
れ
か
で
お
願
い
し
ま
す
。
寄

付
金
は
税
金
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

約
1
億
6
千
7
百
万
円
活
用

寄
付
金
は
税
金
控
除
の
対
象
に

１ 木造住宅の耐震化補助／２ 海岸防災
林の強化整備／３  家具の転倒防止など／
4 防災ベッド・シェルター設置補助

1

2 3

4

し
お  

さ
い

も
り

と
う
も
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